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序     文 

 
日本国政府は、エジプト国政府の要請に基づき、同国ナイルデルタ地域の上下水道事業を運営する

上下水道公社の運営維持管理能力改善のための技術協力プロジェクトを実施することを決定し、独立

行政法人国際協力機構がこのプロジェクトを実施することとしました。 

当機構はプロジェクト開始に先立ち、本プロジェクトを円滑かつ効果的に進めるため、平成 22 年
2 月 5 日から同年 3 月 2 日までの 26 日間に渡り、当機構地球環境部水資源・防災グループ水資源

第一課長沖浦文彦を団長とする詳細計画策定調査団を現地に派遣しました。 

調査団は本件の背景を確認するとともに、エジプト国政府の意向を聴取し、かつ現地踏査の結果を

踏まえ、本プロジェクトに関する協議議事録に署名しました。 

本報告書は、今回の調査を取りまとめるとともに、引き続き実施を予定しているプロジェクトに資

するためのものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 22 年 12 月 
 

独立行政法人国際協力機構 
地球環境部長 江島 真也 
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第1章 詳細計画策定調査の概要 

1-1 プロジェクト要請の背景 

エジプト・アラブ共和国（人口 8,300 万人、面積 100.1 万km2、一人当たりGNI2,070 ドル（2009 年）
1）（以下、エジプト）は国土の約 95%が砂漠地帯であるため、人口はナイル川旧氾濫原及びカイロ以

北のナイルデルタ地域 2に集中している。特に都市部において人口増加による過密化が著しいため上

下水道をはじめとする都市環境インフラの整備が急務となっている。しかし、現在、大半の上下水道

公社は非効率な施設運転、高い無収水率（30～50%）、過剰な職員数、低い水道料金に経営を圧迫さ

れ、上水道施設の運転・維持管理（O&M）に必要な資金を確保できず、十分な上水道サービスを提

供できていない。各公社からは特にO&Mの効率化及び無収水の削減によって経営を改善し給水サー

ビスを向上するという意向が示されており、そのための技術の習得、組織体制の整備、人材育成の強

化が重要な課題となっている。 

1990 年代以降、エジプトの水道事業体は行政改革によって行政県による運営から公社による運営

への切り替えが進められており、2004 年、大統領令により全国上下水道公社持株会社（HCWW）が

設立され、2010 年 2 月現在までに全 28 事業体の中で 23 の水道事業体が公社化された。HCWW は業

務指標の管理・分析によって公社の経営や O&M を監督するほか、マネジメント層及び研修担当者に

対するトレーニング、公社間の情報共有・意見交換の推進等を通して上下水道セクターの改善を図っ

ている。しかし、HCWW 及び各公社の人材育成の枠組みは整ったものの未だ十分に機能していると

はいえない。 

本プロジェクトの先行プロジェクトとなる「シャルキーヤ県上下水道公社維持管理能力向上計画プ

ロジェクト」（2006-2009）（以下、先行プロジェクト）はシャルキーヤ県上下水道公社（SHAPWASCO）

を対象として効率的な O&M 及び無収水削減に係る能力強化を行ったもので、結果、シャルキーヤ県

のプロジェクト対象地域において O&M に係る標準作業手順書（SOP）の作成・運用及び無収水率の

削減等の成果が得られた。HCWW 及び SHAPWASCO によって先行プロジェクトの成果である SOP
や無収水削減の手法は全公社に紹介され、普及が図られている。しかし、既存の研修・訓練は、数日

間の座学中心の講義やワークショップで実施されることが多く、SHAPWASCO が習得した実務的な

技術・経験を普及するには至っていないため新たな人材育成の仕組みを作ることが急務となっている。 

以上の背景より、本プロジェクトは先行プロジェクトの成果を普及・拡大し、シャルキーヤ県とそ

の近傍のガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区・施設において上水道施設の運営・維持管理能力

を向上することを目的としてエジプト政府より要請された。 

1-2 調査の経緯と目的 

本詳細計画策定調査は、エジプト政府より要請のあった技術協力プロジェクト「ナイルデルタ地域

上下水道公社運営維持管理能力向上プロジェクト」の実施に向けて、エジプトからの協力要請の背

景・内容を確認すること、対処方針をもとに先方政府関係機関との協議を通してプロジェクトの枠組

                                                        
1 World Development Indicators Online（May 2010）World Bank 
2 本プロジェクトでは、要請書に基づき、シャルキーヤ、ガルビーヤ、ミヌフィア、ベヘイラ、カフルエルシェイク、ダカリーヤ、

ダミエッタ、イスマイリア、カリオビアの9県をナイルデルタ地域と定義する。 
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みについて協議し、PDM（案）、PO（案）の作成及び M/M への署名を行うこと、プロジェクトの事

前評価を行うために必要な情報を収集し、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立

発展性）の観点から分析することを目的として実施された。 

エジプト政府の要請内容は以下のとおりである。 

1. 上位目標 
ガルビーヤ県・シャルキーヤ県・ミヌフィア県において、上水道施設の運営維持管理能力が向上する。
 

2. プロジェクト目標 
ナイルデルタ地域の対象地域において、上水道施設の運営維持管理能力が向上する。 
 

3. 成果 
シャルキーヤ県： 

(1) 無収水担当部の能力が強化される。 
(2) 配水管理能力が強化される。 
(3) EHS（Environment・Health・Safety）管理能力が開発される。 

ガルビーヤ県： 
(1) パイロット地区の無収水率が削減される。 
(2) 上水道施設維持管理能力が強化される。 

ミヌフィア県： 
(1) パイロット地区の無収水率が削減される。 
(2) 運営スタッフの能力が改善される。 
 

4. 活動 
シャルキーヤ県： 

(1) 無収水担当部の能力が強化される。 
1-1 各支部漏水削減チームの編成 
1-2 漏水削減計画の策定 
1-3 漏水調査に関する SOP の作成 
1-4 計画に沿った無収水削減活動の実施 
1-5 配水管網図を用いた配水管理区画における無収水削減活動の実施 

(2) 配水管理能力が強化される。 
2-1 活動対象郡及び配水管理区画の選定 
2-2 配水管理区画におけるメーター・バルブの設置 
2-3 配水量・配水圧の測定、水収支の調査・分析 
2-4 配水管網図の作成 
2-5 施設運転維持管理 

(3) EHS（Environment・Health・Safety）管理能力が開発される。 
3-1 モデル施設の選定 
3-2 EHS に関する SOP の作成・運用 

ガルビーヤ県： 
(1) パイロット地区の無収水率が削減される。 

1-1 無収水の現状分析 
1-2 無収水チームの編成 
1-3 パイロットエリア候補地の選定 
1-4 アクションプランの策定 
1-5 節水キャンペーンの実施 
1-6 長期配水管網布設替え計画の策定 
1-7 パイロット地区外での無収水削減活動の拡大計画策定 
1-8 セミナー及びワークショップの開催 

(2) 上水道施設維持管理能力が強化される。 
2-1 上水道施設の現状分析 
2-2 モデル施設の選定・SOP チームの編成 
2-3 アクションプランの策定 
2-4 セミナー及びワークショップの開催 

ミヌフィア県： 
(1) パイロット地区の無収水率が削減される。 

1-1 無収水の現状分析 
1-2 無収水チームの編成 
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1-3 パイロットエリア候補地の選定 
1-4 アクションプランの策定 
1-5 無収水に関するシャルキーヤ県上下水道公社の経験の習得 

(2) 運営スタッフの能力が改善される。 
2-1 ガルビーヤ県における SOP に関する OJT の実施 
2-2 エジプト国内における研修及び本邦研修の実施 
2-3 SOP に関するシャルキーヤ県上下水道公社の経験の習得 
 

5. 投入計画 
(1) 日本国側投入 

1) 日本人専門家（11 名）（106MM） 
・総括／上水道計画 
・無収水削減計画 
・漏水探知技術 
・浄水システム 
・機械設備 
・電気設備 
・EHS 
・配水管理 
・井戸モニタリング 
・水質管理 
・組織強化 

2) ローカルエキスパート 
・ファシリテーター 
・シニアエンジニア（無収水削減、機械設備、電気設備） 
・通訳（英語・アラビア語） 

3) 資機材（9000 万円） 
・漏水探査用機材 
・ポータブル超音波流量計 
・設置型超音波流量計 
・データロガー 
・管網水理解析ソフト及びコンピューター 
・地区流量計 
・出力付き圧力計 
・濁度計 
・残留塩素測定器 
・モニタリングルーム器材 
・車両（ピックアップ） 
・プロジェクター及びコピー機 

4) 本邦研修 
 
(2) 相手国側投入 

1) カウンターパート 
・プロジェクト・ディレクター ： 全国上下水道公社持株会社総裁 
・プロジェクト・マネージャー ： シャルキーヤ県上下水道公社総裁 
・チームリーダー  ： シャルキーヤ県上下水道公社総裁 

   ガルビーヤ県上下水道公社総裁 
   ミヌフィア県上下水道公社総裁 
・無収水チーム、SOP チーム 

2) プロジェクト実施拠点の整備 
・シャルキーヤ県上下水道公社、ガルビーヤ県上下水道公社、ミヌフィア県上下水道公社本部 

執務スペース、ワークショップスペース 
3) 資機材 
4) 必要な情報 
5) ローカルコスト（国内通信費、光熱費等のオフィス経費、パイロット地区の漏水修理費） 
6) その他活動に係る費用 
・流量計設置工事 
・流量計によるデータ計測 
・井戸モニタリング 
・夜間 小流量調査 
・パイロット地区外における活動等 
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1-3 調査団の構成 

調査団の構成は、下表のとおりである。 

 氏名 担当分野 所属 期間（到着～出発）

1 沖浦 文彦 総括 
独立行政法人国際協力機構 
地球環境部 水資源・防災グループ 
水資源第一課 課長 

2009 年 2 月 13 日～ 
23 日 

2 塚原 沙智子 水道人材開発制度 厚生労働省 水道課 2009 年 2 月 20 日～ 
25 日 

3 中尾 有伸 調査企画 
独立行政法人国際協力機構 
地球環境部 水資源・防災グループ 
水資源第一課 

2009 年 2 月 13 日～ 
23 日 

4 宇根 雄二 上水道計画 有限会社ワスコ 2009 年 2 月 13 日～ 
28 日 

5 藤井 克己 上水道施設維持管理 八千代エンジニヤリング株式会社 2009 年 2 月 6 日～ 
3 月 1 日 

6 皆川 泰典 評価分析／組織制度 株式会社システム科学研究所 2009 年 2 月 6 日～ 
3 月 1 日 

 

1-4 調査日程 

平成 22 年 2 月 5 日～12 日にコンサルタント団員による先行調査を実施し、質問票やヒアリング等

による情報収集・整理を行い、同 2 月 13 日～23 日に現地調査を実施した。 

調査結果を M/M に取りまとめ、2 月 22 日、全国上下水道公社持株会社（HCWW）副総裁、シャ

ルキーヤ県上下水道公社（SHAPWASCO）総裁、ガルビーヤ県上下水道公社（GAPWASCO）総裁、

ミヌフィア県上下水道公社（MUPWASCO）総裁と当方調査団長との間で署名を行った。 

なお、同 2 月 23 日～3 月 2 日にコンサルタント団員による追加調査を実施し、PDM（案）、PO（案）

の作成及びプロジェクトの事前評価に必要な情報収集を行った。詳細日程は付属資料 3 のとおりであ

る。 

1-5 主要面談者 

主要面談者は、付属資料 4 のとおりである。 

1-6 対処方針 

調査開始前に検討された本調査の対処方針は、以下のとおりである。 

（1） 全体調査方針 
1） 周辺地域への普及・展開 
要請書では SHAPWASCO に対する継続協力、GAPWASCO・MUPWASCO の運営維持管理能力の

強化が主なコンポーネントになっており、シャルキーヤ県、ガルビーヤ県、ミヌフィア県それぞれ

異なったパッケージでの協力の実施が記載されている。プロジェクトの持続性確保のために、JICA
は以下の点を HCWW に対してレター依頼し回答を得た（2008 年 12 月）。 

・ SHAPWASCO に対する協力成果を普及するための戦略・体制の整備をコンポーネントに加える。 
・ SHAPWASCO の役割を明確にする。 
・ 普及活動（セミナー等）に必要な人員・予算を確保する。 
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以上を踏まえて、本調査では、SHAPWASCO の協力の下 GAPWASCO・MUPWASCO の能力向上

を図ることで上下水道公社間の連携に係るモデルを作り、プロジェクト終了後、そのモデルをエジ

プト側がナイルデルタ全域に展開していく可能性について検討する。 

公社間の連携に係る成果及び活動は、調査において、①公社の人材育成・連携に係る枠組み、②

各公社の技術水準、③予算・人員に関する情報を収集し、関係機関のキャパシティを確認した上で

設定する。具体的確認事項は下表のとおり。 

確認事項 HCWW SHAPWASCO GAPWASCO 
MUPWASCO 

①枠組み 
・ 枠組み策定に係る権限 
・ 人材育成や地域内協力に

係る計画、方針、意向 

他の公社への協力に対する
意向 

シャルキーヤからの協力に
対する意向 

②技術水準 ‐ 比較優位（他県に教えること
ができるか） 

技術的な課題と人材育成の
ニーズ 

③予算・人員 

・ 計画や方針を策定する部
署の人員 

・ 連携のコーディネートを
行う人員 

・ 研修のための予算 

・ 他の水道公社に指導を行
う講師の人員 

・ 研修のための予算（講師
の謝金、旅費等） 

研修のための予算（受講者の
旅費等） 

 
2） 既往案件の成果・他国事例の活用 
本プロジェクトの実施にあたっては、先行プロジェクトである「シャルキーヤ県上下水道公社維

持管理能力向上計画プロジェクト」（2006 年～2009 年）の成果を活用する。また、水道公社間の協

力体制の構築を目的とした技術協力プロジェクトの他国の事例を活用する。 

＜先行プロジェクトの主な成果＞ 
① 成果 1：パイロット地区の無収水が減少する。 
・ パイロット地区（11 ヵ所）における無収水チームの設立（13 郡中 7 郡が対象） 
・ 無収水対策アクションプラン・長期計画の策定 
・ 無収水チームの計 21 名が漏水探査技術を習得 
・ パイロット地区における無収水率の削減（平均 12.3 ポイント削減） 
・ 無収水対策専門部の設立 
・ 漏水探知研修ヤードの建設 
② 成果 2：上水道施設の運転及び維持管理能力が強化される。 
・ モデル施設（5 ヵ所）における基本システム図の作成 
・ SOP の作成（浄水場 34、鉄マンガン除去施設 20、増圧ポンプ場 9、井戸施設 8：計 71）及び

モデル施設での運用 
・ SOP 本部チーム 3 名が SOP 作成を指導する能力を習得 
・ 全国の水道公社に対する SOP の配布 

 
先行プロジェクトで協力した分野については、SHAPWASCO 職員の協力を得ることで日本人専

門家の投入を抑える。また、SHAPWASCO の無収水チームの活動地区、漏水探知研修ヤード、SOP
が運用されている施設等を研修の場所として活用する。 
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＜他国の事例＞ 
① インドネシア国「南スラウェシ州マミナサタ広域都市圏上水道サービス改善プロジェクト」 

上位目標 マミナサタ広域都市圏における水道公社による上水道サービスが改善される。 
プロジェクト
目標 

マミナサタ広域都市圏における水道公社職員の上水道サービスの運営・維持管理能力が
向上する。 

成果 

1. 無収水対策能力が強化される。 
2. 小規模浄水施設の水質管理能力が強化される。 
3. GIS データベース構築能力が強化される。 
4. 財務管理能力が強化される。 
5. 水道公社間の地域内協力・調整メカニズムが強化される。 

協力体制構築
に係る活動 

5-1 関係者間の議論を通して必要な地域内の協力・調整メカニズムのアウトライン 
を作成する。 

5-2 調整の仕方について合意書を作成する。 
 

② ベトナム国「中部地域都市上水道事業体能力開発プロジェクト」 
上位目標 中部地区において、安全な水供給のための水道公社の能力が強化される。 
プロジェクト
目標 

中部地区において、関連機関の強化された協力を通して、水安全計画に方向づけられた
水道公社の人材育成が開始される。 

成果 

1. 水安全計画に方向づけられた人材管理に関する水道公社上層部の意識が、意見・経
験の交換を通して向上される。 

2. 新設の研修/訓練センターにおいて、水道公社の既存職員を対象とする、安全な水
計画に方向づけられた短期の再訓練コースが利用可能になる。 

3. 水道公社運用ハンドブック（浄水処理、配水監理、人材管理、及び顧客サービス分
野）がフエ水道公社の経験・ノウハウの共有を通して、パイロット水道公社に推進
される。 

0. プロジェクトが適切に管理・調整される。 

協力体制構築
に係る活動 

1-1 フエにおいてキックオフ・ワークショップを開催する。 
1-2 中部地区の他の省においてテーマ別ワークショップを開催する。 
1-3 フエにおいて 終ワークショップを開催する。 
1-4 ベトナム国内のスタディ・ツアーを実施する。 

 
3） 他ドナー支援の動向の確認 
現在、他ドナーの支援との重複は確認されていないが、ナイルデルタ地域で上水道分野の支援を

実施している USAID、GTZ から援助方針や今後の計画に関する情報収集を行う。 

（2） プロジェクトデザインに関する対処方針 
プロジェクトデザインに関しては、付属資料 5 プロジェクトデザインに関する対処方針のとおり

調査・検討を行い PDM（案）、PO（案）、R/D（案）として取りまとめる。 

1-7 調査結果概要 

エジプト国関係機関との協議結果の概要は以下のとおりである。 

（1） プロジェクトの枠組み 
・ プロジェクトの名称・実施体制等の枠組みは基本的に要請どおり合意した。 
・ 上下水道公社の上位機関である HCWW の総裁がプロジェクトの取りまとめ役（プロジェク

ト・ディレクター）となるが、HCWW の役割は公社の監督であり公社の日常業務にほとんど

関与しないため、プロジェクトの運営・関係機関の調整は SHAPWASCO 総裁（プロジェクト・

マネージャー）が責任を負う。 
・ 関係機関の情報共有・意見交換、連携（セミナー・OJT の実施）に係る費用の調整等を円滑に

行うために、SHAPWASCO 総裁（議長）、GAPWASCO 総裁、MUPWASCO 総裁、HCWW 代表、
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JICA 専門家から構成されるステアリング・コミッティを組織する。 
・ エジプト側は、期間中に役職変更があったとしても現 SHAPWASCO 総裁（Dr. Sarah）が継続

してプロジェクト・マネージャー及びステアリング・コミッティ議長を務める、との意向を示

し、その旨をミニッツに記載すること（Dr. Sarah 個人名を記載すること）を提案した。しかし、

現時点では不確定要素が多いため、ミニッツには記載せず、プロジェクト開始後、状況に応じ

て双方で議論の上合同調整委員会（JCC）にて承認する、という手順を取ることとした。 
・ カイロのモストロッド研修センターは、無収水対策に係る研修コースが設置されておらず（漏

水探査のみ）、漏水探査ヤードも修復が必要な状態である。プロジェクトの枠組みに協力機関

として位置付けることは見送り、プロジェクト開始後、漏水探査に係る研修の実施について連

携の可能性を検討する。 
 
（2） プロジェクトの内容 

1） 上位目標、プロジェクト目標 
・ 対処方針どおり上位目標は「シャルキーヤ県、ガルビーヤ県、ミヌフィア県において上水道施

設の運営維持管理能力が向上する」、プロジェクト目標は「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・

ミヌフィア県のモデル地区・施設において上水道施設の運営維持管理能力が向上する」とする

ことで合意した。 
・ また、エジプト側は日本側が提案したスーパーゴール及び「プロジェクト終了後、公社間の連

携を継続・発展させ、習得した技術・経験をナイルデルタ全域に普及する」という水道公社の

能力強化に係るシナリオに前向きな姿勢を示し、必要な予算・人員の確保を約束した。 
 

2） 成果・活動 
・ 調査において、①水道公社の人材育成・連携に係る枠組み、②各水道公社の技術水準、③予算・

人員について確認し、協議を行った結果、プロジェクト成果は 表  1-1 の 5 項目とすることで

合意した。 
・ 成果 1としてナイルデルタ地域における人材育成方針の作成あるいは公社マネジメント層の意

識向上を検討していたが、GTZ が HCWW に対して公社職員の人材育成計画作成や意識向上に

係る協力を実施中であった。エジプト側との協議の結果、成果 1 はプロジェクト活動を通して

SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO を対象として指導者の育成や関係機関の調整につ

いて支援を行うことにより、HCWW 及び各公社の組織能力を改善し、公社間連携に係る既存

の枠組み（公社間の情報共有・意見交換を促進するための総裁会議や講師派遣等）の強化を図

ることで合意した。 
・ 成果 2、3 において各県の代表的な上水道施設及び無収水削減活動地区を選定し、同施設・地

区を対象に協力を行い県内外に対する「モデル」とすることを合意した。なお、モデルとなる

施設・地区は、プロジェクト開始後、各県の現状調査を行った上で決定される。 
・ 成果 4 は、配水管理技術をエジプト国における先行事例として SHAPWASCO に導入すること

で合意した。配水管内の水量・水圧・水質を監視し適切に管理することは各水道公社の優先課

題の 1 つである。この成果が達成されることで SHAPWASCO の運営・維持管理能力が一段階

上の水準に強化されるとともに、プロジェクト終了後、シャルキーヤ県から他県に技術普及さ

れることが見込まれる。なお、SHAPWASCO は送配水の状況を遠隔監視し、迅速に修理や施設
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運転を修正する管理システム（SCADA：Supervisory Control And Data Acquisition）導入の必要

性を提示し日本側に協力を要請した。ナイルデルタ地域は広大な給水区域と給水人口（シャル

キーヤ県：面積 3,471km2、埼玉県と同程度、人口 550 万人）を抱えており、監視・管理を効率

化するためのシステムを導入する意義は大きいと考えられるが、現在のところ管理システムの

持続性や技術的・経済的妥当性に係る検討は実施されておらず、また、エジプト国内において

同システムを導入した前例はない。従って、プロジェクト前半に必要な調査・分析及び管理シ

ステムの検討を行い、プロジェクト後半でそのパイロット的な導入の試行を行うこととする。 
 

表  1-1 プロジェクト成果（当初要請及び合意内容） 
当初要請 対処方針 ミニッツ合意内容 

1. 水道公社間の技術普及・協力を
通した人材育成方針が策定さ
れる（人材育成について、ナイ
ルデルタ地域水道公社上層部
の意識が高まる） 

1. ナイルデルタ地域において、水
道公社間の協力を通した人材
育成が強化される 

シャルキーヤ県： 
無収水担当部の能力が強化される 
配水管理能力が強化される 
EHS（Environment・Health・Safety）
管理能力が開発される 
 
ガルビーヤ県： 
パイロット地区の無収水率が削減さ
れる 
上水道施設維持管理能力が強化され
る 
 
ミヌフィア県： 
パイロット地区の無収水率が削減さ
れる 
運営スタッフの能力が改善される 

2. シャルキーヤ県の事例を参考
に、ガルビーヤ県・ミヌフィア
県のモデル施設において SOP
が作成・運用される 

3. シャルキーヤ県上水道公社の
無収水削減に係る技術がガル
ビーヤ県・ミヌフィア県のモデ
ル地区の職員に移転される 

4. 先行事例として、シャルキーヤ
県の一地区に配水管理に係る
技術が導入される 

0. プロジェクトが適切に管理・調
整される 

2. シャルキーヤ県の事例を参考
に、ガルビーヤ県・ミヌフィア
県のモデル施設において SOP
が作成・運用される 

3. シャルキーヤ県上水道公社の
無収水削減に係る技術がガル
ビーヤ県・ミヌフィア県のモデ
ル地区の職員に移転される 

4. 先行事例として、シャルキーヤ
県に配水管理に係る能力が強
化される 

0. プロジェクトが適切に管理・調
整される 

 
（3） 総括所感 

1） シャルキーヤ県での先行プロジェクトの評価の高さ 
・ 調査において、①水道公社の人材育成・連携に係る枠組み、②各水道公社の技術水準、③予算・

人員について確認し、協議を行った結果、プロジェクト成果は 表  1-1 の 5 項目とすることで

合意した。 
・ 協議全般を通じて感じられたのは、シャルキーヤ県にて実施した先行プロジェクトへのエジプ

ト側関係者の評価の高さであった。 
・ 特に今回プロジェクトに参加するガルビーヤ県、ミヌフィーヤ県の水道公社総裁からは高い期

待が表された（彼らの言によると、先行プロジェクトの後継に該当する本プロジェクトには 20
県が参加を希望したが当該 2 県が HCWW により選定されたとのこと）。 

・ これら関係者は一様に「日本の経験と技術への期待」を述べ、実際機材供与に関する議論では

要望は述べるものの 終的には日本の判断にまかせるとの態度であり、協議は円滑に推移した。 
・ カイロのモストロッド研修センターを訪問した際も日本の協力は継承されている様子が伺え、

これまでエジプトに対する協力の成果は評価されていると感じられた。 
 

2） 本プロジェクトに関する「将来シナリオ」への賛同（M/M III-1） 
：個別技術論と政策とのパッケージ展開の可能性 
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・ 本プロジェクトは①シャルキーヤ県の成果を周辺 2 県に展開すること、②シャルキーヤ県をモ

デルとしてより高度な技術展開を図ることを意図しているが、 終的には 2 県のみならずナイ

ルデルタ、全国に成果の普及を期待したい。 
・ そのために日本国内においてエジプト側による実施を前提とした「将来展開シナリオ」を検討

して協議したところ、これも関係者（HCWW、3 公社）幹部より一様に賛意が表された（M/M
にも明記）。 

・ 本プロジェクトは基本的には現場における具体的技術の展開を特徴とするが、この部分はうま

く展開すればエジプト国内における政策的展開となる可能性がある。 
・ 具体的技術を伴う政策として展開できればインパクトが大きくなるところ、プロジェクト実施

期間中にも「将来展開シナリオ」のフォローを行うことが望ましい。 
・ ちなみにカイロ水道公社のリソースとしての可能性を質したところ、パフォーマンスは高くな

いこと（無収水率、料金徴収率等）、規模が大きすぎて組織管理に困難があること、政治的に

難しい問題が発生しやすいこと等から技術協力の展開先（あるいはリソース）としては限定的

な扱いが適切であろうとのコメントが HCWW からあり、モストロッド研修センター訪問時も

同様の印象を持った。 
 

3） エジプト側負担事項、実施体制（M/M III-2～5） 
・ 上述  2）の展開も含めたエジプト側の負担事項（人員及び予算配置）の同意を懸念していたと

ころであるが、本調査団ベースでは何の問題もなくHCWW副総裁、3 公社総裁から同意が得ら

れた。HCWWの予算等の負担は実質ないことから 3 公社総裁からの同意が重要である。 
・ これは 3 公社で給水人口約 1,300 万人（エジプト全体で約 8,300 万人）と事業規模が大きいた

め予算も大きく、それに比すると本プロジェクトでのエジプト側負担は可能な範囲かと解釈し

たい。 
・ 関連する事項として、シャルキーヤ県と他 2 県の関係についても事前には懸念していたが調査

団所感としては不安を感じない。シャルキーヤ県総裁はリーダーシップを発揮しているととも

に 3 県総裁間のコミュニケーションは良好との印象を持った。また各総裁はそれぞれの公社に

おいて強い権限とリーダーシップを持っている様子も感じられた。 
・ ただし、これらの点（負担事項、3 公社の関係）は本プロジェクト及びその後の持続可能性の

観点から極めて重要であり、プロジェクト開始後も注意深く動向を見守る必要がある。 
 

4） シャルキーヤ県に対する配水管理分野協力（M/M III- 6） 
・ シャルキーヤ県に対するより高度な技術の協力として配水管理を取り上げることで合意した。 
・ 先方からは水量、水圧、濁度、残留塩素を基本とした自動モニタリングおよび遠隔操作

（SCADA）も視野に入れた検討の必要性が述べられた。 
・ 議論経緯は M/M に記載したとおりであるが、先方からは現状を調査するとともに C/P の能力

向上を図り、その過程で も合理的な対応方法を検討する（技術的、経済的）ことが必要であ

るとの説明があった。このように合理性を無視して新規技術に関心を示しているというのでは

なく、冷静に将来の配水管理のあり方を検討していることが当方にも十分理解できた。 
・ 本プロジェクトでは中間段階頃に、配水管理に関するプロジェクト後半での活動方針（どの段

階までプロジェクトで導入するか）を決定する必要がある。この議論は重要であるので、注意
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深く情報を分析してエジプト側と十分議論して対処を決定することが肝要である。 
 

5） HCWW の位置付けと能力 
・ 本プロジェクトでは HCWW も C/P として位置付けているが、それがどの程度実効を持つのか

は不明である。2004 年に HCWW とその傘下の公社の組織改編がなされたが、HCWW がどの

程度の影響力を発揮しているのが現時点では明確ではない。本プロジェクト関連のエジプト側

投入でも HCWW から追加の予算配分等はなされず、各水道公社が既に持つ予算から支出する

こととなっている。 
・ 本調査団では HCWW の位置付けと実際の活動、能力についても引き続き情報収集に務めるが、

これまでの調査から判明している範囲では、当事者意識と能力はあまり高いとは言えない。 
・ しかしながら組織改編により、少なくとも総合管理（スーパーバイズ）の役割はあること、将

来的には各水道公社の活動モニターとその結果に応じた指導、各種ワークショップ等開催（呼

びかけ）による情報普及等の役割は持っており機能している面もあると思われることから、本

プロジェクトでも HCWW との情報共有は適切かつ十分に行う必要がある。すなわち依存はし

ないが情報共有は行うというアプローチが必要であろう。 
 

6） 他ドナーの活動 
・ エジプトにおいては多くのドナーが活動している。特に存在感を感じたのは USAID と GTZ で

ある。 
・ USAID は HCWW とのその傘下の水道公社という組織的枠組みを作る活動を実施した。現在は

エジプト国内の 5 県（ミヌフィア県を含む）にて無収水削減も含む「組織強化」（経営計画、

研修実施等）を行っている。 
・ GTZ は“Water and Wastewater Management Program”Phase 1（2007-2011）を実施中であり HCWW

本社に隣接した構内にプレハブ 2 階建ての独自事務所を構えて HCWW（傘下会社のマネジメ

ント）、住宅都市開発省（政策、戦略策定）、ケナ県上下水道公社（QCWW）を対象としたオペ

レーションと CD 及び Rural Sanitation、の協力を実施している。同協力は全体で 10 年間を想定

している。 
・ 本調査団でも当初は HCWW に対する専門家派遣も検討（水道公社全体の人材育成体制に関す

る協力等）を検討したが、その関連分野は GTZ が手厚い協力を実施中であり JICA からの協力

は困難と判断した。 
 

7） エジプトの水道分野での日本の存在感等 
・ エジプトにおいて日本はこれまでギザ地区での給水、カイロでの技術協力、多くの無償資金協

力、シャルキーヤ県での技術協力等を実施してきている。 
・ ミヌフィーヤ県水道公社総裁は「日本は我々がわかるまで教えてくれる（わかるということが

ゴールとなっている）が他ドナーは資料を作成して行ってしまうだけ」と発言する等、これら

の成果は直接間接の関係者には高く評価されている。 
・ 同時に政策レベルでは上述  5）のとおりGTZ等が深く食い込んでいる現状がある。 
・ かかる状況からは日本の得意分野である現場での実際的な改善を専門家がC/PとOJT等を通じ

て実施する活動をナイルデルタ地域において展開し、その成果をエジプト国内で普及していく

というのが現実的かつ実効的なアプローチであると考える。場合によってはエジプトで初めて
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の配水管網での SCADA システムの導入を日本が後押しするという可能性もあり、そうなった

場合はその端緒を継続的に日本としてフォローすることが望ましい。 
・ ただしこのアプローチには上述  2）に記載のとおり「将来シナリオ」展開という政策的な面も

あることに常に留意し、効果的であると判断されればその部分を後押しするための協力を（本

プロジェクト内となるか新規協力となるかは不明だが）日本側から行うことも検討すべきであ

ろう。 
・ 一方でエジプトの水道セクターは水道公社の補助金体質（低い水道料金による必要経費充足

率）とそれに伴う事業改善意欲の弱さ、その中での HCWW の役割等の全体的な問題が大きい

ことも事実である。これら問題点は個別水道公社との技術協力のみでは対応が困難な点を多く

含むと言わざるを得ない。 
・ このような中で GTZ は監督省庁向けの政策面から個別水道公社の能力向上まで、かつ上水道

下水道双方を含んだ 4 コンポーネントからなるプログラムにて、かつ協力期間も 2007 年より

10 年間の長期に渡るコミットメントにより包括的に協力しており、JICA としても参考にすべ

き点は多い。 
 

8） 結語 
・ これまでの記載のとおり本プロジェクトに対するエジプト側関係者の期待と意欲は強いもの

がある。先行プロジェクト同様に日本人専門家が高いパフォーマンスを発揮すれば優良なプロ

ジェクトとなることが期待できる。 
・ プロジェクト活動に加えて水道分野の枠組み全般に係るエジプト側の動向にも十分配慮する

ことが必要であろう。これらの点も含めて関係者の方々の継続的な支援と今後の展開等に対す

るご指導をお願いしたい。 
 
（4） 塚原団員（水道人材開発制度）所感 

1） エジプトの水道について 
・ エジプトの水道は、外国の援助で作られた施設が多いが、現地スタッフが運営管理できている

施設と管理の行き届いていない施設が混在しており、水質汚染や非効率な施設運転の要因が

様々に潜在している。 
・ 多様な形態の浄水システムが混在する状況で水道事業の能力を底上げするためには、個々のシ

ステムを対象とした改善には限界があり、水道事業に関わる人材が問題解決能力を向上させ、

自発的な改善を導くことが重要であると感じた。 
 

2） 先行プロジェクトの成果について 
・ 今回はカイロ、シャルキーヤ及びミヌフィアの水道公社の現地施設を訪れることができたが、

事業管理体制及びスタッフの意識の高さは、シャルキーヤが も優れていた。 
・ シャルキーヤで特筆すべきは、本部スタッフが県下の浄水施設や井戸等のデータを整理し、そ

れらを用いた施設管理や効率性分析の重要性を自ら実感していること、また、現場スタッフが

SOP や施設点検マニュアルを遵守することの重要性を理解し、運転記録や管理記録を整備、そ

れを来訪者に対して自信を持って説明できることである。このような体制においては、組織内

で課題を見つけ出し、改善策を講じる事は困難ではないと感じた。先行プロジェクト実施前の

シャルキーヤの浄水場の管理実態を踏まえれば、ここまでの改善は決して容易ではなかったと
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想像する。現地スタッフとの対話を通じて、日本人専門家がスタッフ一人一人との対話を通じ

て、粘り強く意識改革を行ったことを窺い知ることができた。 
・ 一方、ミヌフィアでは、浄水システムの理解が曖昧であり、また欧米の援助で作った中央監視

システムが電源も入れられずに放置されている等、シャルキーヤとの差は歴然で、彼らが主体

性を持つための“手の付けどころ”はたくさんあると思われた。 
 

3） 新規プロジェクトについて 
・ 無収水削減と SOP 作成に関しては、シャルキーヤからガルビーヤ及びミヌフィアへの公社間

の技術移転は、総裁間の自発的な調整に期待できると感じた。彼らは、外部から推薦、選任さ

れており、そのパフォーマンスは県知事等により注意深く監督されている。 
・ 特に、シャルキーヤ総裁は、本件に関して強いコミットメントを示しており、そのスタッフは

前述のとおり意識も能力も高いことから、ガルビーヤ及びミヌフィアに対して良い講師となり

得る。シャルキーヤの成果をどう応用するのか、当事者同士が試行錯誤することもできるだろ

う。 
・ また、新たに提案された SHAPWASCO での配水管理については、SHAPWASCO 総裁の説明に

は合理性があった。彼の言うように、SHAPWASCO は浄水場の施設管理を改善し、先進機器を

揃えた検査センターも有するようになったものの、配水過程では盗水による断水や下水管破裂

による汚染など開発途上国特有の課題を抱えており、さらなる安全な水の確保のためには配水

過程の制御がネックとなっている。 
・ ただし、システム設計に当たっては十分な検討が必要であり、WHO の提唱する水安全計画の

考え方（水源から給水栓までのリスクを分析し、危害評価、危害管理を行うもの）を参考にす

るなどして、提案の合理性を確保するよう助言した。なお、SHAPWASCO 総裁は日本で見た配

水管理システムを参考にしたいと言っていたが、当該システムは省エネルギー等を目的として

配水ブロックを 適化するものである。シャルキーヤにおいては、水質や水圧の管理という観

点から、もう少し単純なシステムを想定して進めるべきであると考える。 
 

4） 日本の援助について 
・ 欧米の援助は、特に組織機構改革に重点を置いており、水道事業の公社化や PI による公社の

一元業務管理、合理的な水道料金設定のための監視委員会の設置、中央水質センターの設置等

は、組織や機能を合理的に整理したと評価できる。一方、その裏では、政治的、慣例的な調整

が行われている実態もある（例えば、水道料金を合理的に定める為に監視委員会を設置したが、

実際には大統領の意向で水道料金値上げはほぼ不可能）。公社化に伴い創設された HCWW につ

いても、当初は新規プロジェクトにおいて、公社全体の能力開発にイニシアティブを発揮する

ことを期待したが、訪れた印象はいわゆる“お役所的”な仕事ぶりで、現場との温度差を感じた。 
・ このような中、シャルキーヤ総裁がリーダーシップを発揮し、無収水削減、O&M の効率化と

いう、現場が直面する技術的な能力向上プロジェクトを日本に求めたのは、先行プロジェクト

の効果を実感しているからに他ならない。日本においても同様であるが、水道事業は、当事者

（現場）が自発的に進める形態において成功例が多い。新規プロジェクトにおいても、現場ス

タッフの能力開発を通じた、日本ならではの水道事業の能力開発の成功を期待したい。 
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第2章 プロジェクトのデザインに係る調査結果 

2-1 プロジェクトの概要 

本プロジェクトは先行プロジェクトの成果を普及・拡大し、シャルキーヤ県とその近傍のガルビー

ヤ県・ミヌフィア県のモデル地区・施設において上水道施設の運営・維持管理能力を向上することを

目的として、①水道公社間の連携による人材育成の強化、②SHAPWASCO の事例・経験を活用した、

ガルビーヤ県上下水道公社（GAPWASCO）、ミヌフィア県上下水道公社（MUPWASCO）の標準作業

手順書の作成・運用能力の強化及び③無収水削減能力の強化、④SHAPWASCO の配水管理能力の強

化を行う。 

①の対象者は SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO のマネジメント層（総裁等）、②は

GAPWASCO 及び MUPWASCO の「SOP チーム」職員、③は GAPWASCO 及び MUPWASCO の「無

収水チーム」職員、④は SHAPWASCO の「配水管理チーム」職員が直接的な対象者となる。また、

HCWW により開催される上下水道公社総裁の定例会議等を通して、他のナイルデルタ地域の水道公

社にプロジェクトの成果を普及されるよう働きかけを行う。 

2-2 プロジェクトの対象 

（1） 対象地域 
シャルキーヤ県、ガルビーヤ県、ミヌフィア県のモデル地区・施設 

（2） 相手国関係者 
1） 関係官庁・機関 
住宅施設都市開発省、全国上下水道庁 

2） カウンターパート機関 
全国上下水道公社持株会社 （HCWW: Holding Company for Water and Wastewater） 
シャルキーヤ県上下水道公社（SHAPWASCO: Sharkiya Potable Water and Sanitary Company） 
ガルビーヤ県上下水道公社 （GAPWASCO: Gharbia Potable Water and Sanitary Company） 
ミヌフィア県上下水道公社 （MUPWASCO: Minufia Potable Water and Sanitary Company） 

 
3） 受益者 
直接裨益者（ターゲットグループ）： 

SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO の全職員（約 1.7 万人） 
間接裨益者： 

SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO の給水区域内の住民（約 1300 万人） 
 

2-3 プロジェクトの目標 

（1） 上位目標 
シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上水道施設の運営維持管理能力が向上する。 

【指標】 
シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県の全支所における業務指標（例：無収水率、断水時
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間、水道サービスに対する苦情件数、単位生産水量に対する電力消費量等、第 1 回合同調整委員会

（JCC）までに項目及び目標値を決定）が改善される。 
 
（2） プロジェクト目標 

シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区・施設において上水道施設の運営維

持管理能力が向上する。 

【指標】 
モデル地区・施設における業務指標（例：無収水率、断水時間、水道サービスに対する苦情件数、

単位生産水量に対する電力消費量等、第 1 回 JCC までに項目及び目標値を決定）が改善される。 
 

2-4 プロジェクト成果及び活動 

（1） 成果 
【成果 1】 シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上下水道公社の連携を通した

人材育成が強化される。 
【成果 2】 
 

シャルキーヤ県の事例を参考に、ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において

運転・維持管理に係る SOP が作成・運用される。 
【成果 3】 シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係る技術・経験がガルビーヤ県・ミヌフ

ィア県のモデル地区の職員に移転される。 
【成果 4】 先行事例として、シャルキーヤ県上下水道公社の配水管理に係る能力が強化される。

【成果 0】 プロジェクトが適切に管理・調整される。 
 
（2） 指標 
【指標 1】 ① SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO の SOP チーム及び無収水チームにお

いて、各々**名以上の職員が、ステアリング・コミッティによってセミナー・OJT
の講師に任命される。 

② 参加者の**割以上に、ワークショップの満足度・理解度が 5 段階評価の**以上と

評価される。 
【指標 2】 
 

① GAPWASCO・MUPWASCO の SOP チーム職員の**割以上に、研修の理解度が 5
段階評価の**以上と評価される。 

② モデル施設において、SOP に基づいた O＆M（ろ過池洗浄の回数、薬品注入量、

ポンプの運転台数等、第 1 回 JCC までに項目及び目標値を決定）が行われる。 
【指標 3】 ① GAPWASCO・MUPWASCO の無収水チーム職員の**割以上に、研修の理解度が 5

段階評価の**以上と評価される。 
② 配水量分析が全てのモデル地区で実施される。 
③ モデル地区において、探知された漏水の**割以上が修繕される。 

【指標 4】 SOP に基づいた配水管理（水量・水圧・残留塩素等、第 1 回 JCC までに項目及び目標

値を決定）が行われる。 
【指標 0】 ① 調整方法を記載した合意書が作成される。 

② PO/APO に基づきプロジェクトの進捗が定期的にモニタリングされる。 
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（3） 活動 
1） 成果 1「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上下水道公社の連携を通した

人材育成が強化される」に関する活動 
成果 1 は「公社間の連携を通じた技術・経験の移転」という新たな人材育成の仕組みを推進する

ことを成果としている。現在、HCWW は公社間の情報共有・意見交換を促進するための総裁会議

や講師派遣等、公社間連携に係る枠組み整備を進めている。成果 1 では、プロジェクト活動を通し

て SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO を対象として指導者の育成や関係機関の調整につい

て支援を行うことにより、HCWW 及び各公社の組織能力を改善し、公社間連携に係る既存の枠組

みの強化を図る。 

【活動 1-1】 HCWW・SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO のトップ層を対象にマネジメント

研修を実施する。 
各機関トップ層を対象として組織運営、人材育成等に係る現地国内研修を実施する。なお、GTZ

が“Water and Wastewater Management Program” Phase 1（2007-2011）の中で HCWW に対するマネジ

メント研修を実施しているため、研修計画、内容について情報収集を行い重複しないよう調整する。 

【活動 1-2】 SOP に係る指導者研修を実施する。 
【活動 1-3】 無収水削減対策に係る指導者研修を実施する。 

SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO の SOP チーム、無収水チーム職員を対象として、研

修・OJT の実施方法、コーチングスキル等に関する研修を実施する。研修はプロジェクト前半に

SHAPWASCO 職員、後半に GAPWASCO、MUPWASCO 職員を対象として実施する。 

【活動 1-4】 レポート・ワークショップを通して、SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO 間の

協力内容・方法及び結果をナイルデルタ地域の上下水道公社に周知する。 
SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO 間の協力内容・方法及び結果を取りまとめた報告書

を作成し HCWW、ナイルデルタ地域の水道公社等、関係者に対して周知する。作成に当たっては

SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO の C/P に成果、教訓の抽出・検討作業を担当させ、企

画、計画、実行、分析能力を高めるよう努める。報告書に含まれるべき項目は、公社間協力・連携

の①必要性、ニーズ、②方法、ルール（費用負担等）、③内容、④成果、教訓等である。 

なお、報告書は少なくとも年 1 回作成する。また、ワークショップや総裁会議等を活用した進捗

報告等、情報発信方法を検討する。 

2） 成果 2「シャルキーヤ県の事例を参考に、ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において

運転・維持管理に係る SOP が作成・運用される」に関する活動 
成果 2 は先行プロジェクトの成果である SHAPWASCO の SOP を参考に GAPWASCO・

MUPWASCO の SOP が作成・運用されることを成果としている。プロジェクト活動を通して、

GAPWASCO、MUPWASCO に SOP チームを組織し、SHAPWASCO の SOP チーム職員を指導者（セ

ミナー講師、OJT 実施要員）として、SOP 作成・運用に係る技術、知識の普及を図る。 

【活動 2-1】 ガルビーヤ県・ミヌフィア県の上水道施設の現状を調査する。 
ガルビーヤ県・ミヌフィア県全域の上水道施設の実態調査（運転維持管理状況、職員配置、マニ

ュアルの有無、水質管理、施設の問題点等）を通して現状の課題分析を行い、施設の運転維持管理
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能力向上のためのアクションプランを策定する。 

【活動 2-2】 ガルビーヤ県・ミヌフィア県においてモデル施設を 3 ヵ所ずつ選定する。 
ガルビーヤ県・ミヌフィア県からそれぞれ 3 ヵ所ずつ、各県のモデルとなる施設を選定し SOP

を整備する。モデル施設は主要な浄水場（表流水）、浄水場（地下水）、井戸施設（鉄・マンガン除

去施設）から 1 ヵ所ずつ（ 大計 6 施設）とする。ただし、GAPWASCO、MUPWASCO と調整し、

コンパクトユニットを選定することも検討する。 

【活動 2-3】 SOP チームを編成する。 
GAPWASCO 及び MUPWASCO に SOP 作成・運用を担当する SOP チームを編成する。SOP チー

ムは各水道公社の本部職員（4 名程度）及びモデル施設職員により構成される。必要に応じて対象

とするテーマ毎（電気、機械、水質等）にワーキングチームを編成し、SHAPWASCO、GAPWASCO、

MUPWASCO 間の技術移転を円滑にする。 

【活動 2-4】 シャルキーヤ県の施設において SOP 作成・適用に関する研修を行う。 
シャルキーヤのモデル施設に GAPWASCO、MUPWASCO の SOP チーム職員を招聘し、SOP の目

的、作成の手順、実際の運用等に関する講義・OJT を行う。 

【活動 2-5】 必要に応じて SHAPWASCO の SOP を更新する。 
SHAPWASCO の施設における SOP の運用状況を確認し、必要に応じて内容を更新する。 

【活動 2-6】 SHAPWASCO の SOP を基にガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設の SOP を作成す

る。 
運転維持管理マニュアルの有無、現在の作業手順の確認を行い、上水道施設｛浄水場（表流水）、

浄水場（地下水）、鉄・マンガン除去施設等｝の SOP を英語及びアラビア語で作成する。専門家及

び SHAPWASCO の SOP チーム職員はその過程を通じて GAPWASCO、MUPWASCO の職員に対す

る指導を行う。なお、作成に当たり SHAPWASCO の類似施設の SOP を参考にする。 

【活動 2-7】 ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において、SOP 運用に係る OJT を実施する。

ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において SOP を用いた上水道施設の運転維持管理に

関する OJT を実施する。 

【活動 2-8】 SOP 活動の達成度をモニタリングする。 
モデル施設における運転維持管理状況をモニタリングし、SOP 活動の効果を検証する。また、課

題・教訓を次年度の目標値設定やアクションプラン作成、SOP 改定等に反映する。 

【活動 2-9】 SOP 活動の達成度をモニタリングする。 
ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設で整備された SOP を県内全域に普及するための方針

案・計画案を作成する。 

3） 成果 3「シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係る技術・経験がガルビーヤ県・ミヌフ

ィア県のモデル地区の職員に移転される」に関する活動 
成果 3 では、SHAPWASCO の無収水削減に係る技術・経験がガルビーヤ県・ミヌフィア県の職

員に移転されることを成果としている。プロジェクト活動を通して、GAPWASCO、MUPWASCO
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の無収水チーム職員が無収水削減対策に係る現場での技術を身に付けるとともに、モデル地区の無

収水率が正確に測定され、効果的な削減計画が作成・実施されることを目指す。 

【活動 3-1】 ガルビーヤ県・ミヌフィア県の無収水の現状を分析する。 
無収水（漏水、盗水、違法接続、料金未徴収、メーター不設置、公共水栓の無駄等）の現状分析

を行う。なお、2008/09 年 度のガルビーヤ県、ミヌフィア県の無収水率は、それぞれ 20%、33%
であるが、厳密に測定された結果とはいえず、正確な数値を把握されていないのが現状である。 

【活動 3-2】 ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区を 3 ヵ所ずつ選定する。 
ガルビーヤ県・ミヌフィア県からそれぞれ 3 ヵ所ずつ、各県のモデルとして無収水削減対策を実

施する地区を選定する。モデル地区は各県基幹施設の給水区域から漏水率、水圧、メーター設置状

況、給水件数（1000～1500 件）、建物の多様さ、アクセスの容易さ等を考慮して選定する。 

【活動 3-3】 無収水チームを編成する。 
GAPWASCO、MUPWASCO に設置された無収水チームの人員体制、活動状況等を確認し、 適

な編成になるよう助言を行う。 

【活動 3-4】 SHAPWASCO のアクションプランをもとに GAPWASCO・MUPWASCO の無収水削減活

動アクションプランを策定する。 
活動 3-1 の現状分析結果に基づき、無収水削減活動に係るアクションプランを策定する。その際、

SHAPWASCO のアクションプランを参考にする。 

【活動 3-5】 モストロッド研修センターで無収水削減活動に関する座学研修を実施する。 
【活動 3-6】 SHAPWASCO の漏水探査ヤードで研修を行う。 

カイロのモストロッド研修センターやシャルキーヤ県の漏水探査ヤードにおいて漏水調査、流量

測定の原理、漏水探査用機材の使用方法に関する研修を行う。モストロッド研修センターの漏水探

査ヤードが改修中である（2010 年 3 月時点）ため、研修センター講師をシャルキーヤ県に招聘し

SHAPWASCO の施設を用いて研修を行う等、効率的な実施方法を検討する。 

【活動 3-7】 シャルキーヤ県の配水管理に係るモデル地区で研修を行う。 
活動 4-3 で設定されるシャルキーヤ県の配水管理モデル地区において漏水調査、流量、水圧管理

等、無収水削減技術に係る OJT を行う。 

【活動 3-8】 ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区の配水管図面（GIS）を整備する。 
GIS ベースマップに管路データ（管路位置、管径、バルブ位置等）を入力して、モデル地区の配

水管網図整備を支援する。必要に応じて GAPWASCO、MUPWASCO の GIS オペレーターに対する

技術移転を行う。 

【活動 3-9】 モデル地区の無収水の実態調査を行う。 
モデル地区において、管路・バルブの位置、流量、水圧、漏水量、メーターの故障の有無、不法

接続の状況、公共水栓の水利用状況等を調査し、無収水の内容を分析し、無収水率の現状値をベー

スラインとして測定する。 

【活動 3-10】モデル地区で無収水削減活動を実施する。 



 2-6

モデル地区において漏水探査用機材を用いた漏水探査、漏水箇所の修理工事等の無収水削減活動

を実施する。専門家及び SHAPWASCO の無収水チーム職員はその過程を通じて GAPWASCO、

MUPWASCO の職員に対する指導を行う。 

【活動 3-11】無収水率の調査と無収水削減活動の評価を行う。 
無収水削減活動実施後モデル地区の無収水率を測定し、活動 3-9 で測定したベースラインの無収

水率と比較し、無収水削減活動の効果を検証する。また、課題・教訓を次年度の目標値設定やアク

ションプラン作成、SOP 改定等に反映する。 

【活動 3-12】無収水削減技術の県内普及に係る今後の方針案・計画案を作成する。 
ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区で実施された無収水削減活動、策定されたアクション

プランを県内全域に普及するための方針案・計画案を作成する。 

4） 成果 4「先行事例として、シャルキーヤ県上下水道公社の配水管理に係る能力が強化される」

に関する活動 
成果 4 では、配水管理技術をエジプトにおける先行事例として SHAPWASCO に導入することを

成果としている。配水管内の水量・水圧・水質を監視し適切に管理することは、各水道公社の優先

課題の 1 つである。この成果が達成されることで SHAPWASCO の運営・維持管理能力が一段階上

の水準に強化されるとともに、プロジェクト終了後、シャルキーヤ県から他県に技術普及されるこ

とが見込まれる。 

なお、SHAPWASCO は送配水の状況を遠隔監視し、迅速に修理や施設運転を修正する管理シス

テム（SCADA：Supervisory Control And Data Acquisition）導入の必要性を提示し日本側に協力を要

請した。ナイルデルタ地域は広大な給水区域と給水人口（シャルキーヤ県：面積 3,471km2、埼玉県

と同程度、人口 550 万人）を抱えており、監視・管理を効率化するためのシステムを導入する意義

は大きいと考えられるが、現在のところ管理システムの持続性や技術的・経済的妥当性に係る検討

は実施されておらず、また、エジプト国内において同システムを導入した前例はない。従って、プ

ロジェクト前半に必要な調査・分析及び管理システムの検討を行い、プロジェクト後半でそのパイ

ロット的な導入の試行を行うこととする。 

【活動 4-1】 配水管理の方法を議論し、調査を行う。 
SHAPWASCO の配水管理（流量、水圧、水質、管路の状況、苦情内容等）の現状分析を行い、

配水管理を行う目的、改善すべき業務指標等を明確化する。また、持続性、技術的・経済的妥当性

の観点から 適な管理方法を検討・議論する。 

【活動 4-2】 配水管理に係る研修を実施する。 
SHAPWASCO に配水管理チームを編成する。配水管理チームの職員を対象として配水管理の原

理、管理システムの種類や使用方法等に関する研修を行う。 

【活動 4-3】 配水管理に係る計画を策定する。 
活動 4-1 の結果に基づいて配水管理に係る中長期計画｛目標、指標、対象地域、監視・管理項目、

管理システムの運転・維持管理体制（予算、人材育成）等｝及びアクションプランを策定する。ま

た、モデル地区を設定し、流量計、水圧計等機材の仕様、数量、調達方法を決定する。 
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【活動 4-4】 配水管理のための機材を設置する。 
活動 4-3 で策定された計画に基づいて管理システム及び機材を調達し、設置する。 

【活動 4-5】 システムを運用する。 
導入された管理システムにより、モデル地区の配水管網の流量・水圧等を監視・制御する。管理

システムの運転データ及び計測データを分析し、運転操作、保守作業、経営管理等に活用する。 

【活動 4-6】 配水管理に係る SOP を作成する。 
SOP チームの職員と連携し、配水管理（管理システムの運転・維持管理）に係る SOP を作成す

る。 

【活動 4-7】 システム運用・SOP の評価を行う。 
活動 4-3 で設定した目標値と比較し、配水管理に係る活動の効果を検証する。また、課題・教訓

をプロジェクト終了後の活動計画に反映する。 

5） 成果 0「プロジェクトが適切に管理・調整される」に関する活動 
本プロジェクトの基本方針である「公社間の連携を通じた技術・経験の移転」を円滑に進めるた

めには、関係機関の間の調整が非常に重要である。監督機関・実施機関の責任を明確化するために

プロジェクトの管理・調整に係る活動を成果 0 として PDM、活動計画（PO）に明記し、エジプト

側関係者の団結と連携に向けた取り組みを推進することとする。 

【活動 0-1】 HCWW 代表、各県水道公社の総裁、JICA 専門家によって構成されるステアリング・コ

ミッティを設立する。 
プロジェクト開始後 3 ヶ月以内に HCWW 代表、SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO 総裁、

JICA 専門家等により構成されるステアリング・コミッティを設立する。ステアリング・コミッテ

ィは JCC の事前協議、プロジェクト主要課題の協議、プジェクトの進捗共有、水道公社間の連携に

係る調整等を行うため必要に応じて随時開催される。 

【活動 0-2】 ステアリング・コミッティを通して、3 県公社間の調整を行う。 
ステアリング・コミッティを通して SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO 間の協力に係る

ルール（費用負担等）、内容、成果、教訓等を協議し、結果を報告書、合意文書等に取りまとめる。 

【活動 0-3】 JCC を 低年 1 回行う。 
プロジェクト年間活動計画の認可、プロジェクト年間活動計画のモニタリング・評価、プロジェ

クトの主要課題の協議、エジプト側・日本側関係機関間の調整等を行うために、年 1～2 回程度（プ

ロジェクト開始時及び中間レビュー時、終了時評価時の 3 回以上）JCC を開催する。 

【活動 0-4】 PDM の指標を 終決定し、第 1 回 JCC で承認を得る。 
プロジェクト開始後 3 ヶ月以内に第 1 回 JCC を開催し、PDM 指標の項目及び目標値を議論・決

定する。 

【活動 0-5】 PO をもとに年間活動計画（APO）案を策定し、JCC で承認を得る。 
年次開始時に PDM、PO に基づいて APO 案を策定し、JCC を通して議論・決定する。 

【活動 0-6】 PO/APO の進捗度及び PDM 指標の達成度をモニタリングする。 
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JCC、ステアリング・コミッティ等を通して PO/APO の進捗度及び指標達成度をモニタリングし、

課題・教訓を PO、APO に反映する。 

2-5 実施スケジュール 

本プロジェクトの実施期間は 2011 年 4 月～2014 年 3 月（3 年間）の予定である。詳細は付属資料

2 のとおりである。 

2-6 投入 

（1） 日本側投入 
本プロジェクトを実施するために、日本側から以下の投入が必要だと考えられる。 

1） 専門家 
① 総括／上水道計画 
② 浄水システム 
③ 機械技術 
④ 電気設備 
⑤ 井戸モニタリング 
⑥ 水質管理 
⑦ 無収水削減計画 
⑧ 漏水探知技術 
⑨ 管網解析 
⑩ 配水管理 
⑪ 業務調整／無収水削減計画補助 

 
①が成果 1「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県において上下水道公社の連携を通し

た人材育成が強化される」に関する活動、②～⑥が成果 2「シャルキーヤ県の事例を参考に、ガル

ビーヤ県・ミヌフィア県のモデル施設において運転・維持管理に係る SOP が作成・運用される」

に関する活動、⑦、⑧が「シャルキーヤ県上下水道公社の無収水削減に係る技術・経験がガルビー

ヤ県・ミヌフィア県のモデル地区の職員に移転される」に関する活動、⑨、⑩が「先行事例として、

シャルキーヤ県上下水道公社の配水管理に係る能力が強化される」に関する活動を主に担当するこ

とを想定している。 

業務量は合計 98.0M/M を目途とし、日本人専門家の業務量を年次毎に減らし、技術移転した内

容の定着を図るなど、効率的、かつ効果的な実施方法を検討する。 

2） 機材 
プロジェクト活動に必要な機材は以下のとおり。機材の種類、数はプロジェクト開始後に詳細を

検討し決定する。漏水探査用機材は現在 GAPWASCO・MUPWASCO が自らの予算で一部を調達中

であるため、所有数が各々計 3 セット（無収水チーム 1 チームあたり 1 セット）になるように供与

する。 
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① SOP 作成・運用、無収水対策に必要な基本的な機器（GAPWASCO・MUPWASCO 用） 
番号 機材名 数量 備考 

1 漏水探知機 6 漏水箇所を発見する。 

2 相関式漏水探知機 4 管種・口径・距離を入力することで自動的に漏水位置を探
知する。日中に騒音があっても漏水位置を探知可能。 

3 電子音聴棒 4 
4 簡易音聴棒 8 仕切弁、消火栓等において漏水音を発見する。 

5 自記録水圧測定器 6 給水栓、配水管に一時的に設置し、末端や多点で水圧値を
測定する。 

6 埋設管探知機 4 配管の位置や深度を探知する。 
7 金属探知機 4 バルブの位置を探知する。 

8 振動発生装置 4 水の振動を利用して非金属管の漏水を発見する。 

9 ハンマドリル 4 
10 ドリルビッド 16 
11 ボーリングバー 4 

ドリルビットを装着したハンマドリル及びボーリングバ
ーにより路面に穴をあけ、漏水箇所を特定する。 

12 発電機 4 ハンマドリルの動力。 

13 ポータブル超音波流量計 
（大型ｾﾝｻ φ200-φ6000） 6 

14 ポータブル超音波流量計 
（標準ｾﾝｻ φ50-φ400） 6 

超音波流量ｾﾝｻをモデル地区内の流入点に設置し、流量測
定結果から無収水率を算出する。 

15 設置型超音波流量計 12 配水ブロック内の流入点に設置し、流量を定期的に確認す
る。 

16 井戸水位計 6 井戸施設（鉄・マンガン除去施設）に設置し、水位の常時
観測を行う。 

17 管網水理解析ソフト 2 適切な管径、流量、水圧を検討するためのソフトウェア。
18 車両（ピックアップ） 2 無収水削減活動、SOP 活動に使用する移動用車両。 
19 デスクトップ 2 
20 ラップトップ 4 
21 コピー機 2 

文書作成、データ分析、データベース構築のためのオフィ
ス機器。 

 
② 配水管理に必要な機器（SHAPWASCO 用） 

番号 機材名 数量 備考 
1 地区流量計 15 配水管理モデル地区の流量を計測する。 
2 出力付き水圧計 15 配水管理モデル地区の水圧を計測する。 
3 濁度計 15 配水管理モデル地区の濁度を計測する。 
4 残留塩素測定器 15 配水管理モデル地区の残留塩素濃度を計測する。 

5 計装監視システム 1 配水区域の流量、水圧、水質等のデータを遠方監視（及び
制御）するための管理システム。 

 
3） 本邦研修 
研修分野は以下のとおり想定しているが、本邦研修のプロジェクト全体活動における位置付けや

内容を検討し、より効果的な分野や方法（第三国研修等）があれば代替する。 

① マネジメント研修（4 名） 
HCWW、3 水道公社の総裁または副総裁を招聘し、水道事業経営の考え方や人材育成、事業

体連携に関する日本の事例紹介、意見交換等を実施する。 
② SOP（3 名） 

GAPWASCO・MUPWASCO の SOP チーム主担当者及び SHAPWASCO のトレーナーチームの

SOP 担当者に対して上水道施設の効率的な O&M や SOP 作成・運用に関する研修を実施する。 
③ 無収水（3 名） 
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GAPWASCO・MUPWASCO の無収水チーム主担当者及び SHAPWASCO のトレーナーチーム

の無収水担当者に対して無収水削減技術に関する研修を実施する。 
④ 配水管理（2 名） 

SHAPWASCO の配水管理チームの主担当者に対して配水管理技術に関する研修を実施する。 
 
（2） エジプト側投入 

1） カウンターパート職員 
・ プロジェクト・ディレクター ： HCWW 総裁 
・ プロジェクト・マネージャー ： HCWW プロジェクトセクター長 
・ プロジェクト・コマネージャー： SHAPWASCO 総裁、GAPWASCO 総裁、MUPWASCO 総裁 
・ SHAPWASCO 職員（指導者チーム、配水管理チーム） 
・ GAPWASCO 職員、MUPWASCO 職員（SOP チーム、無収水チーム） 
2） プロジェクト実施拠点の整備 
・ SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO 本部の執務スペース及びワークショップスペース 
3） ローカルコスト 
・ 研修に係る旅費、宿泊費、日当、講師謝金 
・ 通信費、光熱費等のオフィス経費 
・ モデル地区の漏水修理、流量計設置工事等に係る費用 
・ セミナー開催、資料印刷、広報に係る費用 

 
HCWW、SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO はローカルコストを来年度予算（エジプト

の会計年度は 7 月から開始）に計上することを合意している。 

2-7 外部条件及びその対応 

外部条件として留意すべき事項・対策を念頭に置き業務を進める。詳細計画策定調査により本プロ

ジェクトの外部条件として、①研修を受けた職員が引き続き水道公社で働く、②マネジメント層の異

動によりプロジェクトの実施が妨げられない、が確認された。 

エジプト上下水道公社総裁の任期は 3 年（継続可）でありプロジェクト実施中に異動となる可能性

があるため、外部条件②について特に留意が必要である。詳細計画策定調査後、SHAPWASCO 総裁

Dr. Salah（プロジェクト・マネージャー）が HCWW のプロジェクトセクター長に異動した。2010 年

8 月の R/D 署名交換時、Dr. Salah が引き続きプロジェクト・マネージャーを務め、新総裁がプロジェ

クト・コマネージャーを勤めることを確認しているが、プロジェクトを開始時、人事異動によりプロ

ジェクト実施が妨げられないことを関係機関に改めて要請する。また、C/P の異動が生じた場合でも

プロジェクトが機能する仕組み作りを検討する。 

2-8 プロジェクト実施上の留意点 

（1） スーパーゴール（ナイルデルタ地域全体への普及）を見据えた取り組み 
本プロジェクトは「ナイルデルタ地域において上水道施設の運営維持管理能力が向上する」こと

をスーパーゴールとしており、エジプト関係機関はスーパーゴール及び「プロジェクト終了後、公

社間の連携を継続・発展させ、習得した技術・経験をナイルデルタ全域に普及する」というシナリ

オに前向きな姿勢を示している。 
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現在、HCWW は公社間の情報共有・意見交換を促進するための総裁会議や講師派遣等、公社間

連携に係る枠組み整備を進めているが、これら既存の枠組みを活用し、プロジェクトの成果を他地

域に普及していくよう「エ」国側に働きかけていくこととする。具体的には、HCWW 及び各県水

道公社総裁、モストロッド研修センター等の研修機関に対して SHAPWASCO・GAPWASCO・

MUPWASCO 間の協力内容・方法及び技術協力成果品（SOP 等）を積極的に紹介し、プロジェクト

の成果を「エ」国側が独自に他地域に普及･展開できるようにする。 

（2） 自立発展性の重視 
1） 技術的側面 
本プロジェクトでは、各県の代表的な上水道施設及び無収水削減活動地区を選定し、同施設・地

区を対象に協力を行い県内外に対する「モデル」とすることを関係者間で合意している（モデルと

なる施設・地区は、プロジェクト開始後、各県の現状調査を行った上で決定される）。 

本プロジェクトの主対象はシャルキーヤ県、ガルビーヤ県、ミヌフィア県のモデル施設・地区の

職員であり、プロジェクト終了時これらの職員がモデル地区・施設以外の職員に対する指導者とな

ることが期待される。日本人専門家による OJT や本邦研修、現地講師による技術研修、指導者研修

等を組み合わせ、リーダーとなる人材の育成に努める。また専門家の関与を徐々に減らしカウンタ

ーパート（C/P）の自立的な活動を促すなど、技術移転した内容が定着するよう配慮する。 

2） 財政的側面 
本プロジェクトの成果を活用してシャルキーヤ県、ガルビーヤ県、ミヌフィア県の全施設、全地

区の運営・維持管理が改善されるためには、SHAPWASCO、GAPWASCO、MUPWASCO 職員の能

力向上と並び各公社に対する十分な予算配賦が重要である。また、プロジェクト実施期間中、研修・

OJT や漏水修理、流量計設置工事等に係る予算は「エ」国側が確保しなければならない。そのため、

本プロジェクト期間中を通じて、HCWW、県庁等上位機関に対し上下水道公社の経営改善のための

O&M 効率化及び無収水削減の重要性、プロジェクトの成果等を繰り返し説明し、関係者の団結と

水道サービス向上に向けた取り組みを推進する。 

（3） 既往案件の成果の活用 
本プロジェクトの実施にあたっては、先行プロジェクトの成果を活用する。また、水道公社間の

協力体制の構築を目的とした他国の類似技術協力プロジェクトの事例を参考に活用する。先行プロ

ジェクトの主な成果及び他国の参考事例はp1-5、p1-6 に記載のとおりである。 

（4） 使用言語 
エジプトの上下水道公社では、総裁をはじめほとんどの C/P は英語でのコミュニケーション能力

がない。従って、本プロジェクトにおいては、水道公社職員の理解を深めるため、全ての研修（講

義及び OJT）はアラビア語（通訳可）で実施する必要がある。また、本プロジェクトで作成される

全ての SOP はアラビア語とする。 
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第3章 事前評価結果 

3-1 評価 5項目による評価結果 

（1） 妥当性 
本プロジェクトの妥当性は、以下の理由から高いと判断される。 

1） エジプトの開発政策との整合性 
エジプト政府の「第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画（2007/08～2011/12）」において、上下水道整備

は重点目標に挙げられ、特に「無収水の削減」を重点とする方向性が示されている。また、上下水

道公社の経営に関しては、上水道施設 O&M の効率化及び無収水削減に係る能力向上が優先課題と

なっており、本プロジェクトの支援内容はエジプト側のニーズに合致している。 

2） 我が国援助政策との整合性 
我が国は、対エジプト国別援助計画で援助重点分野の一つに「貧困削減と生活水準の向上」を掲

げ、上下水道整備を含む「公共サービス拡充・改善プログラム」を推進している。本プロジェクト

は、同プログラムを構成するプロジェクトの一つとして実施するもので、我が国援助政策との整合

性は確保されている。 

3） 我が国の援助経験 
我が国は、無償資金協力「シャルキーヤ県北西部上水道整備計画」（2003～2007 年）及び「ガル

ビーヤ県エルマハラエルコブラ浄水場拡張計画」（2006～2009 年）、技術協力プロジェクト「シャル

キーヤ県上下水道公社運営維持管理能力向上計画プロジェクト」（2006～2009）を実施しており、

本プロジェクトの協力相手先機関への援助経験を有するとともに、同先行事例の教訓・成果を活用

することが可能である。また、我が国は現在インドネシア、ベトナム、ヨルダン等で水道事業体の

連携体制の整備や上水道施設の O&M 能力強化、無収水削減に係る能力強化を含む技術協力プロジ

ェクトを実施中であり、それらのプロジェクトの枠組みを参考に本プロジェクトの協力内容を検討

している。以上より、本プロジェクトは我が国の援助経験が十分に活用されている。 

4） プロジェクト対象地域の選定 
本プロジェクトの対象県は、エジプト側によって、地理条件、裨益人口、他国援助機関との整合

性を基準に選定されている。シャルキーヤ県からガルビーヤ県、ミヌフィア県、カイロまで車で約

2 時間の距離であり、セミナー・OJT 及び関係機関の会合等、定期的な交流が可能な位置関係にあ

る。また、対象 3 県は、ナイルデルタ地域全体の約 4 割の人口（約 1300 万人）を有しており、高

い裨益効果が見込まれる。さらに、SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO は、過去、他国援

助機関による技術支援を受けていない。以上より、本プロジェクトでこれら 3 県を対象とすること

は意義がある。なお。本プロジェクトは、各県の代表的な上水道施設及び無収水削減活動地区を選

定し、同施設・地区を対象に協力を行い、県内外に対するモデルとすることを関係者間で合意して

いる。モデル施設・地区は、プロジェクト開始後、各県の現状調査を行った上で決定される。 

（2） 有効性 
本プロジェクトは、次のような有効性が見込まれる。 
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1） プロジェクト目標と成果の関係の適切性 
プロジェクト目標は「シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県のモデル地区・施設におい

て上水道施設の運営維持管理能力が向上する」であり、具体的には、①上下水道公社間の連携によ

る人材育成の推進及び②GAPWASCO・MUPWASCO の SOP 作成・運用能力、③無収水削減に係る

能力、④SHAPWASCO の配水管理能力の向上を図るものである。 

・ 成果 1 は、「公社間の連携を通じた技術・経験の移転」という新たな人材育成の仕組みを推進

することを成果としている。現在、HCWW は公社間の情報共有・意見交換を促進するための

総裁会議や講師派遣等、公社間連携に係る枠組み整備を進めている。OJT による技術移転の方

法や指導者の育成、関係機関の調整について支援を行うことで、HCWW 及び各公社の組織能

力が強化されるとともに、同枠組みが強化されることが期待される。 
・ 成果 2 及び 3 は、先行プロジェクトの成果である SHAPWASCO の SOP を参考に GAPWASCO・

MUPWASCO の SOP が作成・運用されること、SHAPWASCO の無収水削減に係る技術・経験

が GAPWASCO・MUPWASCO 職員に移転されることを成果としている。これらの成果が達成

されることで、ガルビーヤ県・ミヌフィア県の上水道施設の運営・維持管理に係る基本的な能

力が強化される。 
・ 成果 4 は、配水管理技術をエジプトにおける先行事例として SHAPWASCO に導入することを

成果としている。配水管内の水量・水圧・水質を監視し適切に管理することは、各公社の優先

課題の一つである。この成果が達成されることで SHAPWASCO の運営・維持管理能力が一段

階上の水準に強化されるとともに、プロジェクト終了後、シャルキーヤ県から他県に技術普及

されることが見込まれる。 
 

以上より、本プロジェクトではプロジェクト目標を達成するために必要となる十分な成果が、組

織能力の改善と技術の習得の両面から計画されている。 

2） 外部条件充足の見込み 
プロジェクト目標に至るまでの外部条件のうち、「マネジメント層の異動によりプロジェクトの

実施が妨げられない」については、SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO 総裁 3 名の任期（3
年、継続可）に留意する必要がある。 

（3） 効率性 
本プロジェクトは、以下の理由から効率的な実施が見込まれる。 

1） 活動内容の効率性 
以下の点が関係者間で合意されており、効率的な活動が期待される。 

・ HCWW 及び SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO はステアリング・コミッティを通して

定期的に連携の調整を行う。 
・ 総裁会議等、既存の枠組みを連携促進の場として活用する。 

 
2） 投入の適切性 
本プロジェクトは、先行プロジェクトで実施した SOP の作成・運用及び無収水対策については、

SHAPWASCO 職員を指導者（セミナー講師、OJT 実施要員）とすることで日本人専門家の投入を抑
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える計画となっている。SHAPWASCO は、職員 14 名から構成される指導者チームを編成し、

GAPWASCO・MUPWASCO に対して日本人専門家の 5 割程度の投入を行うことに合意している。

また、エジプト側で、プロジェクト初年度より公社間連携による研修・OJT の実施に必要な費用（交

通費、日当、宿泊費、講師謝金等）が確保される。 

（4） インパクト 
本プロジェクトの実施によって、以下のインパクトが発現することが期待される。 

1） 上位目標の達成の見込み 
本プロジェクトの実施により、SOP 作成・運用及び無収水削減に係る技術・経験を有する職員が

指導者として養成されるため、その効果がモデル施設・地域から、同一県内の他の施設・地域に普

及され、上位目標が達成されることが見込まれる。一方、普及には、外部条件で示した「上水道セ

クターの政府方針が大きく変更されない」こと、特に研修予算が継続して配分されることが必要で

ある。エジプト側は、同外部条件充足の必要性を認識しているが、関係機関の協力・調整について

我が国の積極的な働きかけが必要である。また、本プロジェクトの成果は、総裁会議を通してナイ

ルデルタ地域の他の公社に共有されるため、3 県公社の SOP の作成・運用、無収水削減、配水管理

に係る能力強化の実施及び公社間連携の方法・結果の波及が期待される。 

2） 効果の波及 
本プロジェクトの実施により、SHAPWASCO・GAPWASCO・MUPWASCO のモデル地区・施設

の運営・維持能力が強化され、シャルキーヤ県・ガルビーヤ県・ミヌフィア県における上水道サー

ビスが改善されることが期待される。 

（5） 自立発展性 
本プロジェクトの効果は、以下の理由から自立発展する見込みが高い。 

1） 制度面 
エジプト側は、本プロジェクト終了後、プロジェクトの枠組みを拡大して SHAPWASCO･

GAPWASCO･MUPWASCO が習得した技術・経験をナイルデルタ全域に普及する、ということに同

意している。また、現在 HCWW によって上下水道公社間の連携に係る枠組み整備が進められてい

るため、同枠組みが活用され、プロジェクトの成果が自立発展的にナイルデルタ地域に普及される

ことが見込まれる。 

2） 組織・財政面 
本プロジェクトは、各公社の現行組織に SOP の作成・運用、無収水削減、配水管理、研修指導

等を担当するチームを設置して実施する。SHAPWASCO はこれらの活動が公社の収益向上、経営

改善に貢献することを認識し、先行プロジェクトの後、チームを発展させて SOP 部及び無収水対

策部を正式に設立した。GAPWASCO・MUPWASCO も同様に、施設 O&M の効率化及び無収水の

削減による経営改善を優先課題として掲げており、SHAPWASCO に倣いチームを設立中である。

以上より、組織・財務面の自立発展性は高いと判断される。また、漏水修理、流量計設置工事等、

活動に必要な費用はエジプト側が負担することで合意しており、公社間連携による研修・OJT の費

用も予算化されることが確認されているため、プロジェクト終了後も活動が継続されることが見込

まれる。 
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3） 技術面 
先行プロジェクトの成果でもある SOP 及び無収水削減対策は、エジプト側の高い評価を得てお

り、GAPWASCO・MUPWASCO は、SHAPWASCO からの技術移転を期待していることから、技術

受容性は高く定着が見込まれる。また、SHAPWASCO に対する配水管理能力強化は、プロジェク

ト前半約 1 年半をかけて必要な調査・分析及び管理システムの検討を行い、プロジェクト後半でモ

デル地区を選定し試行を行うこととしており、技術的妥当性・持続性が確保されたシステムの導入

が見込まれる。 

3-2 モニタリングと評価 

（1） モニタリング 
プロジェクト活動の進捗及び指標達成度の定期的なモニタリング、抽出した課題・教訓の PO、

APO への反映はステアリング・コミッティが中心となって行う。 

（2） 評価 
本プロジェクトの評価はプロジェクト開始から 1 年半後（中間レビュー調査）及びプロジェクト

終了 6 ヶ月前（終了時評価調査）、プロジェクト終了後 3 年後（事後評価）に実施する。中間レビ

ュー調査及び終了時評価調査では、評価 5 項目の観点からプロジェクト目標の達成度を評価し、プ

ロジェクト活動の改善を図るための提言、類似案件への教訓等を抽出・整理する。また、事後評価

ではプロジェクト上位目標の達成度、インパクト、自立発展性を評価する。 
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第4章 プロジェクト実施の背景 

4-1 国家政策におけるプロジェクトの位置付け 

（1） エジプト及びナイルデルタ地域の概要 
エジプト（人口 8,300 万人、面積 100.1 万 km2、一人当たり GNI2,070 ドル（2009 年））は国土の

約 95%が砂漠地帯であるため、人口はナイル川旧氾濫原及びカイロ以北のナイルデルタ地域に集中

している。 

ナイルデルタ地域はシャルキーヤ、ガルビーヤ、ミヌフィア、ベヘイラ、カフルエルシェイク、

ダカリーヤ、ダミエッタ、イスマイリア、カリオビア、9 つの行政県（governorate）から構成され、

面積は 11.4 万km2、人口は約 3,200 万人（エジプト全人口の約 39%）である。ナイルデルタ地域 9
県における給水の現況は 表  4-1 のとおりで、地域経済の規模や商工業の発展状況により差異が見

られるが、各県とも必要 低限の水量は供給されていると考えられる 3。 

表  4-1 ナイルデルタ地域各県の給水の現況 

県 人口 4 
(千人) 

給水 
世帯数 
（世帯） 

給水人口 5

(千人) 
年間 

給水量 
（千 m3）

一日一人
使用水量 6 
（lcd） 

無収水率 
（%） 

シャルキーヤ 5,529 802 5,253 294 115 25
ガルビーヤ 3,374 675 3,205 214 119 35
ミヌフィア 4,125 777 3,919 250 140 20
ベヘイラ 5,139 962 4,882 365 158 23
カフルエルシェイク 4,900 633 4,655 327 141 27
ダカリーヤ 1,136 256 1,079 147 279 25
ダミエッタ 2,705 385 2,570 236 169 33
イスマイリア 7 988 n/a 939 n/a n/a n/a
カリオビア 4,386 n/a 4,342 n/a n/a n/a

出典： HCWW 
 
（2） 国家開発政策における位置付けと日本の支援 

1） エジプトの国家開発政策における上下水道セクターの位置付け 
エジプト政府は現在実施中の「第 6 次経済社会開発 5 ヵ年計画（2007/08-2011/12）」において、

人間・社会開発の中の公共施設整備の重点目標として上下水道施設整備を掲げている。同分野の開

発戦略では上下水道サービスの面的拡大とともに「無収水削減」が掲げられており、①配水管網で

の漏水防止、②上下水道事業における費用回収の段階的実施、③損失水削減のための家庭内水消費

の適正化（水道メーターの設置、水問題への市民注意喚起、水道管の定期補修等）がその具体的戦

略として示されている。また、給水能力と配水管網の延長として、以下の目標を設置している。 
                                                        
3 表  4-1 の水量は以下に述べる理由から推定値であることを認識しておく必要がある。水道事業体側・需要者側双方

で流量を計測していない例が多くあり、施設運転時間等から推測した水量がデータに含まれている。 
・ 無収水率が 30%を超えると「無駄遣い」と見なされ会計上の問題を引き起こすため、無収水率が 30%以内にな

るように見なし水量が操作されているという指摘がある。 
・ 給水人口は正確に把握されていないが、上水道普及率は概ね 95%から 99%と言われている。 

4 Egypt in Figures (2009) CAPMAS 
5 給水人口のデータは無い。HCWW は上水道普及率を 95～99%と推定しているため、普及率 95%として給水人口を

推定した値。 
6 リットル/人/日 
7 イスマイリア県及びカリオビア県上下水道公社は HCWW の加盟会社になっていないため、HCWW はデータを保有

していない。 
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・ 給水能力の増大： 2,190 万㎥/日（2006/07）から 2,780 万㎥/日（2011/12）（26.9%の増大） 
・ 配水管網の延長： 29,200km（2006/07）から 36,100km（2011/12）（23.6%の延長） 

 
2） 日本のエジプトに対する援助方針と協力プログラムでの位置付け 
我が国の対エジプト国別援助計画（2007 年改訂）及び平成 18 年度 JICA 国別事業実施計画では、

①持続的成長と雇用創出の実現、②貧困削減と生活水準の向上、③地域安定化の促進を援助重点分

野としており、上下水道整備は②貧困削減と生活水準の向上の中で実施している「公共サービスの

拡充・改善プログラム」に位置付けられる。 

4-2 上水道セクターの概要 

（1） 組織体制 
図  4-1 は、エジプト上下水道セクターの現在の組織体制を示したものである。エジプト水道セクタ

ーの関係官庁は浄水場等の施設建設・改修を担当する機関と建設後の施設のO&Mを担当する機関

（上下水道公社）があり、前者は大カイロ及びアレキサンドリア市の大都市圏を担当する大カイロ

＆アレキサンドリア上下水道庁（CAPWO）とその他の県を担当する全国上下水道庁（NOPWASD）

に分けられる。 

エジプト政府は 1998年よりUSAID の支援を得て大規模な上下水道セクター改編に取り組んでお

り、2004 年 4 月、大統領令 135 号（HCWW の設立及び水道公社の水道公社への転換に関する規定）

及び同 136 号（上下水道事業運営を監督する官庁としての監督官庁（ERWA）の設置に関する規定）

の公布により、上下水道セクターの組織体制は大きく変化した。以前は各県政府が上下水道公社を

直接監督していたが、改編後は HCWW が県政府に代わり各県上下水道公社を一元管理することと

なり、また HCWW を監督する ERWA が新設された。以下に、各機関の概要を記載する。 

1） 全国上下水道庁（NOPWASD） 
名称： National Organization for Potable Water and Sanitary Drainage 
設立： 1981 年 大統領令 No.197/1981  同改訂 No.30/1986 
役割： 
・ 大カイロ及びアレキサンドリアを除く 8エジプト全域における上下水道サービスの戦略策定 
・ 大規模な上下水道施設（浄水場、下水処理場、送配水管等）の設計、建設及び監督 

 
2） 大カイロ＆アレキサンドリア上下水道庁（CAPWO） 
名称： Greater Cairo & Alexandria Potable Water and Waste Water Organization for Project’s Execution 
設立： 2005 年 9 月 省令 No.327/2005 
役割： 
・ 大カイロ及びアレキサンドリアにおける上下水道施設の調査、設計、計画策定及び施設建設

事業の監督 
・ 技術的課題、財政措置の立案 
・ 関係他機関との調整 

                                                        
8 以前は大カイロ及びアレキサンドリアも担当していたが、同大都市圏におけるプロジェクト規模が大きかったため

CAPWO に移管された。 
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3） 全国上下水道持株会社（HCWW） 
名称： Holding Company for Water and Waste water 
設立： 2005 年 4 月 大統領令 No.135/2004 
役割： 
・ 上下水道サービスの O&M を担当する加盟公社（県上下水道公社）の監督 
・ 加盟公社の経営のシステム化・標準化 
・ 加盟公社の予算申請取りまとめ及び予算配分 
・ 加盟公社間の調整 
概要： 
・ 2010 年現在、HCWWの職員数は約 300 名、加盟公社数は 23 社である。組織図は図  4-2 のと

おり。 
・ HCWW は Performance Indicator（PI）の管理・分析によって加盟公社の経営や施設の O&M を

監督し、マネジメント層及び研修担当者に対するトレーニング、加盟公社間の情報共有・意

見交換の推進等を行っている。例として、HCWW は加盟公社の全総裁が参加する月例会議を

開催している。この月例会議は加盟公社間の情報共有、協力を推進するメカニズムとして機

能しており、JICA の先行プロジェクトの成果である SOP の全国展開はこの会議で協議が始

められた。また、HCWW は顧客からの 24 時間苦情受付サービスの開設、水道の緊急工事等

のメディアを通した広報、加盟公社への緊急車両の提供、水質試験室の ISO 基準合格証取得

（ベヘイラ県）等の活動を推進している。 
・ GTZ の支援により人事制度、ビジネスプラン、職務記述書（Job Description）の開発、組織改

革、マネジメント研修等を進めている。 
 

4） 監督官庁（ERWA） 
名称： Egypt Water Regulatory Agency 
設立： 2005 年 4 月 大統領令 No.136/2004 
役割： 
・ HCWW の活動の監督 
・ 適正な水道料金の設定 9（上下水道公社と消費者間の調整） 
・ HCWW への新規加盟公社設立の認可 

 
5） 加盟公社（上下水道公社） 
名称： Affiliated Company 
設立： 2005 年 4 月 大統領令 No.136/2004 
役割： 
・ 各県の上下水道施設の運営維持管理 
・ 顧客への水道料金の徴収 
・ 小規模プロジェクトの企画・設計 
概要： 
・ HCWW 設立時（2004 年 4 月）に加盟公社化した上下水道公社は 14 社である。 

                                                        
9 水道料金の適正化に関する取組は進んでいないという指摘がある。 
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・ 2010 年現在、23 社 24 県がHCWW傘下にある（表  4-2 参照。カイロ市、アレキサンドリア市

は上水道公社と下水道公社に分かれている。また、他県にサービスを提供している上下水道

公社が 2 社ある）。HCWWの加盟公社に移行していない県は全国 29 県のうち 5 県（イスマイ

リア、カリオビア、ニューバレー、ポートサイド、スエズ）である。なお、SHAPWASCO及

びGAPWASCOはHCWW設立と同時に加盟し、MUPWASCOは 2007 年 5 月に加盟している。 
・ 上下水道公社の総裁は公社毎にGeneral Assembly10により、原則的に外部から選ばれる。契約

は 1 年毎、任期は 3 年間である。総裁は任期満了時の継続の決定権を有しておらず、General 
Assemblyが総裁の意思、成果・能力等の要素を考慮し決定する。また、住民からの要望•苦情

を直接受ける県知事と公社総裁との関係は大変密接であり、県知事のGeneral Assemblyへの影

響力も無視できず、県知事との良好な関係が重要な要素となり得る 11。 
 

住宅・都市開発省

大都市圏の施設建設・改修

大カイロ＆
アレキサンドリア上下水道庁

(CAPWO)

施設のO&M HCWWの監督

監督官庁

(EWRA)

大カイロ下水道会社

アレキサンドリア上水道会社

アレキサンドリア上水道会社

ガルビーヤ県上下水道会社

(GAPWASCO)

ミヌフィア県上下水道会社

(MUPWASCO)

その他の県上下水道会社

（計16社）

大都市圏のO&M 各県のO&M

加盟会社

全国上下水道持株会社

(HCWW)

各県の施設建設・改修

全国上下水道庁

(NOPWASD)

シャルキーヤ県上下水道公社

(SHAPWASCO)
大カイロ上水道公社

 
図  4-1 エジプト上下水道セクターの組織体制 

                                                        
10 総裁人事や予算承認を行う外部委員会。各公社に設置される。他の公社総裁、HCWW 職員、元大臣等要職にあっ

た人物が委員となる。年度末から 3 ヶ月以内に定例会議が開催される。 
11 県知事との関係悪化により総裁交代に至った事例が 1 件ある。 
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出典：HCWWホームページ（http://www.hcww.com.eg/En/Default.aspx）

総裁

総裁秘書

広報・メディア

財務・技術・監査

情報システム

技術室

安全

法務

加盟会社内部監査

顧問グループ

副総裁：技術・計画副総裁：財務・総務・事業強化

財務・総務部門 事業強化部門

財務・会計

購買・契約

原価会計

加盟会社
財務・総務監査

資源開発・会社設置

経済分析・業務指標
プロジェクト

研修

広報・顧客サービス

情報技術

計画・調査部門

一般プロジェクト計画

研究開発

技術部門

NOPWASDプロジェクト

旧プロジェクト

品質管理

加盟会社技術支援

計測

総務・人事

 
図  4-2 HCWW の組織 

 
表  4-2 HCWW の加盟公社 

 加盟公社 対象県 
1 カイロ上水道公社 
2 カイロ下水道公社 

カイロ市、ヘルワン県 

3 アレキサンドリア上水道公社 
4 アレキサンドリア上水道公社 

アレキサンドリア県 

5 カフルエルシェイク県上下水道公社 カフルエルシェイク県 
6 ガルビーヤ県上下水道公社 ガルビーヤ県 
7 ダミエッタ県上下水道公社 ダミエッタ県 
8 ベヘイラ県上下水道公社 ベヘイラ県 
9 ダカリーヤ県上下水道公社 ダカリーヤ県 

10 ファイユーム県上下水道公社 ファイユーム県 
11 シャルキーヤ県上下水道公社 シャルキーヤ県 
12 ミニヤ県上下水道公社 ミニヤ県 
13 ベニスエフ県上下水道公社 ベニスエフ県 
14 アスワン県上下水道公社 アスワン県 
15 マトルーフ県上下水道公社 マトルーフ県 
16 ミヌフィア県上下水道公社 ミヌフィア県 
17 ギザ県上下水道公社 ギザ県、オクトーバー6th 県 
18 ケナ県上下水道公社 ケナ県 
19 ルクソール県上下水道公社 ルクソール県 
20 アシュート県上下水道公社 アシュート県 
21 ソハグ県上下水道公 ソハグ県 
22 レッド・シー県上下水道公社 アルバハルアルアハマル県 
23 シナイ県上下水道公社 南シナイ県、北シナイ県 

出典：HCWW インタビュー 
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4-3 人材育成に係る実施体制 

（1） 職員研修・訓練の実施状況 
HCWWは公社の人材育成を喫緊の課題と位置付け、研修・訓練の実施に係る働きかけを行ってい

る。各公社もその必要性を認識しており、年々研修・訓練予算を増加させている（表  4-3 参照）。 

また、表  4-4 はMUPWASCOの 2009/10 年度の研修計画を参考として示したものである。同表か

ら分かるように、MUPWASCOでは年間 106 の研修コースが用意されている。分野は財務・会計、

IT、O&M（技術研修）、総務等、多岐にわたり、職員 5 人に１人が参加する計画になっており、研

修は公社内だけでなく他の上下水道公社、研修センター、大学等において実施されている。ただし

数日間の講義や実習が中心であり、OJTによる研修はほとんど実施されていない。 

表  4-3 ナイルデルタ地域各県上下水道公社の研修予算 
研修・訓練予算（千LE13） 

県 職員数 12

（千人）
2004/ 

05 
2005/ 

06 
2006/ 

07 
2007/ 

08 
2008/ 

09 
2009/ 
1015 

職員 
一人当たり

予算 14（LE）
シャルキーヤ 5,198 16 8 12 180 204 307 59
ガルビーヤ 5,906 n/a n/a 5 150 200 200 34
ミヌフィア 5,943 n/a n/a n/a 800 1,000 1,000 168
ベヘイラ 6,334 170 587 642 695 1,273 1,975 312
カフルエル 
シェイク 3,387 n/a n/a n/a n/a n/a n/a n/a

ダカリーヤ 8,665 55 75 99 125 237 464 54
ダミエッタ 2,404 40 45 50 56 80 130 54
イスマイリア n/a n/a n/a n/a n/a n/a n/a n/a
カリオビア n/a n/a n/a n/a n/a n/a n/a n/a

出典： HCWW 
 

表  4-4 MUPWASCO における研修計画（2009/10 年度） 

研修分野 対象職員 コース数 参加者数 実施場所 日数

財務・会計 財務・会計担当職員 10 150 大学、公社内 3～5

IT エンジニア 15 85
コンピューター会社 
ソフトウェア会社 
大学 

4～5

O&M 
エンジニア 
テクニシャン 
検査技師 

58 517

ダカリーヤ上下水道公社 
カイロ上水道公社 
カイロ下水道公社 
モストロッド研修センター 
国立水研究所 
公社内 

4～6

総務、その他 全部門 7 77 カイロ下水道公社 
モストロッド研修センター 5～6

セミナー・会議 不特定 16 290 HCWW 
カイロ市内会議室 1～3

合計  106 1,119   
出典： HCWW 

                                                        
12 HCWW（2010 年 2 月） 
13 1 LE（エジプト ポンド）= 14.0561 日本 円 (2011/02/22 時点) 
14 2009/10 年度予算/職員数 
15 見込み値 
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（2） 職員研修・訓練の予算 
上下水道公社職員の研修・訓練は基本的に各上下水道公社が HCWW 経由で財務省に予算申請し、

承認された予算計画に基づいて実施されており、HCWW は各公社の研修活動をモニタリングし、

必要に応じて研修予算の増額あるいは特定の研修コースへの参加を各公社に助言している。 

本プロジェクトが想定している SHAPWASCO 職員が講師になり GAPWASCO 及び MUPWASCO
職員に対して研修を実施する場合もこの予算申請の手続きをとることになる。また、モストロッド

研修センターに特別な研修を依頼する場合は依頼元から研修依頼レターを出し、これに対して同セ

ンターが必要経費を含めた研修計画書を作成し、依頼元がそれに必要な予算化を図る手順となる。

同研修センターは各公社が支払う費用を基に講師等への謝金等、必要経費を支払っている。なお、

エジプト政府は研修内容（時間、回数等）、講師の役職、号俸に応じた講師等謝金基準を定めてい

る。 

（3） 職員研修実施における公社間協力 
表  4-4 のとおり、既に水道公社職員への研修・訓練に係る水道公社間での協力事例がある。HCWW
が毎月開催する全加盟公社総裁会議が上下水道公社間の協力を調整・推進する 1 つのメカニズムと

して機能している。また、関係する公社の総裁、部門長等マネジメント層が直接連絡を取り合い、

協力事項を協議している。 

4-4 日本の協力実績 

我が国は現在、3 つの援助重点分野の一つである「貧困削減と生活水準の向上」の中の＜公共サー

ビスの拡充・改善プログラム＞において「上下水道整備」を掲げ、無償資金協力による継続的な施設

整備支援を踏まえ、水道事業経営体の運営管理能力向上に向けた技術協力を核とした技術協力を行っ

ている。 

具体的には、本プロジェクトの対象県であるシャルキーヤ県とガルビーヤ県において無償資金協力

「シャルキーヤ県北西部上水道整備計画」（2003～2007 年）及び「ガルビーヤ県エルマハラエルコブ

ラ浄水場拡張計画」（2006～2009 年）を実施している。さらに、技術協力プロジェクト「シャルキー

ヤ県上下水道公社維持管理能力向上計画プロジェクト」（2006～2009 年）を実施し、上水道施設の整

備、運営・維持管理能力の強化に係る支援を行ってきた。この先行プロジェクトの成果である SOP
作成と無収水削減の知識・経験はエジプト側関係者からも高い評価を得ており、本プロジェクトはそ

の継続的発展を促進する内容となっている。 

さらに、上下水道公社職員向け研修活動の支援については、プロジェクト方式技術協力「水道技術

訓練向上計画」（1997～2002 年）をカイロのモストロッド研修センターで実施しており、今回の調査

でも同研修センターに本プロジェクトへの協力を依頼し、基本的な了承を得ている。 

4-5 他援助機関による協力実績 

（1） USAID 
1998 年より上下水道セクターの再編を推進し、HCWW と傘下の公社という組織的枠組みを作る

活動を実施した。現在は、エジプトのコンサルティング会社（Chemonics International Inc.）と契約

し ミヌフィア県、ギザ県、アシュート県、ルクソール県、ケナ県を対象として、組織強化（財務・

IT 等）による無収水対策プロジェクト（2009/01～2013/06）を実施中。MUPWASCO に対しては、
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予算作成の方法や地理情報システム（GIS）等に関するワークショップを行っている。 

（2） GTZ 
現在、“Water and Wastewater Management Program” Phase 1（2007～2011）を実施中であり、HCWW

本社内に事務所を構えて以下の協力を展開している。同プログラムは全体で 10 年間を想定してい

る。 

① 住宅施設都市開発省：上下水道セクターの政策・戦略決定 
② HCWW：セントラルラボ職員に対する指導者研修、ISO17025 の習得、ドイツの O&M 評価・

認証制度の導入、施設整備に係るマスタープランの策定、HCWW の組織改革及びマネジメン

ト研修・人事制度・ビジネスプラン・職務記述書の開発 
③ ケナ県上下水道公社：O&M、水質分析、会計、住民意識向上に係る能力開発 
④ ケナ県・カフルエルシェイク県：村落部における排水処理施設の開発・適用 

 

4-6 ナイルデルタ地域の上水道運営技術に係る現状と課題 

4-6-1 上水道事業概要 
ナイルデルタ各県の平均一人一日使用水量は 表  4-1 のとおり 120ℓ/人/日（lcd）であり、生活に必

要な 低限の水量は供給できていると考えられる。 

ナイルデルタ地域の上水道水源は、ナイル川および分岐した用水路（表流水）と、地域の地下水に

二分される。表流水は、沈殿・ろ過等の浄水処理が施されて送配水される。地下水は、水質上の問題

がなければ、消毒後に送配水される。 

表流水は、ナイル川上流のアスワンハイダム等で流量が制御されている。また、エジプト全般的に

降水量が少ないこともあり、表流水の水量・水質は年間を通じて安定していると言える。ただし、農

業の水需要に関連した水位変動や用水路浚渫時の高濁度発生等が見られることがある。 

地下水については、地域内に広範囲に広がる鉄・マンガンの高含有量と北方から進んできている塩

水化が問題視されている。ほとんどの井戸の水が高濃度の鉄・マンガンを含むと言われており、

NOPWASD や各上下水道公社は、段階的に水源の表流水転換を進めている。そのため、浄水施設の

整備が大きな課題になっている。 

送配水施設の面では、需要増に応じた給水区域拡大や能力増強とともに老朽施設の更新を平行して

実施することが課題である。特に、公社化が遅れていた事業体では、近年まで市町村ベースの小規模

給水が実施されていたため、給水区域間の連携と広域化による効率性の確保も要求されている。 

経営・人事・財務等の管理面では、現在の公社体制から 5～6 年程度しか経過していないこともあ

り、さまざまな制度で試行錯誤が続いていると言える。特に、人材育成や財務体質改善が急務と言わ

れている。 

4-6-2 開発計画 
（1） 施設整備 

EU の支援により、各県ごとに上水道施設開発マスタープランの策定を実施している。同支援は、

EU から HCWW への支援の形をとっており、各県ごとにコンサルタントが活動を実施している。
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コンサルタントの成果（マスタープラン）は、各県上下水道公社、HCWW、NOPWASD の順で承

認されていき、エジプトとしての施設建設等の開発計画を策定することとされている。 

マスタープランの計画年次は 2037 年であり、プロジェクトロングリストの中から、2012～2017
年の間の優先プロジェクトが洗い出しされることが期待されている。なお、2010 年 2 月の段階では、

各県の内部で調査が実施されている 中であり、まだマスタープラン完成には至っていない。 

（2） 制度・体制整備 
GTZが、HCWW内で上水道管理プログラム（Water and Wastewater Management Program）を展開

中であり、この活動を通して上水道事業運営の制度や体制を整備しようと試みている。これは、フ

ェーズ 1 として 2007 年から 2011 年までの計画で実施されている。同プログラムの内容は、 4-5（2）
項で既に述べた通りである。 

（3） SOP 整備および無収水削減活動 
1） 現況 
シャルキーヤ県において先行のプロジェクトで実施した SOP 整備および無収水活動の有効性が

HCWW 内で認められており、類似活動の全国展開の必要性が訴えられている。SOP は全国の上下

水道公社に配布され、各県において整備を進めるように指示されている。また、無収水削減の重要

性も認知され、各上下水道公社に無収水チームが設置されることとなった。 

しかし、これらの活動を通常の研修活動やワークショップ等を通して各県で根付かせることは困

難である。その理由は、求められる活動が書類作成や組織の要員配置だけではなく、組織内の活動

そのものの改善だからと言える。したがって、一定期間・一定量の外部からの OJT 要員の投入を必

要としている。2010 年 2 月現在、HCWW や各公社に十分な OJT 要員がいないため、SOP 整備や無

収水削減活動の活性化が困難な状況に置かれている。 

2） 無収水率 
無収水率を以下のように定義すると、公式の統計上の無収水率は、 4-1（1）に述べた通り、多く

の公社で約 30%未満に収まっている。 

無収水率（%）＝100 － 有収水量 ／ 生産水量 × 100 

その一方、「現実の無収水率は 40%～50%に上る」とも言われている。これは、調査対象地域を

仕切って計測してみると明らかになり、先行プロジェクトのモデル地域の調査結果（ 高 40.8%、

平均 31.0%）が示唆する。 

4-6-3 水質監視体制 
HCWW では、水質監視を 3 段階で実施する体制整備を開始している。第 1 段階は各県上下水道公

社による各施設での水質監視、第 2 段階は各県上下水道公社が設置する中央分析室（県レベルのリフ

ァレンスラボラトリ）での各施設水質監視のチェック、第 3 段階は HCWW の中央分析室（国レベル

のリファレンスラボラトリ）での各県の水質監視状況のチェックである。 

各県の中央分析室（リファレンスラボラトリ）は、新設（建設中含む）のものもあるが、各県の基

幹浄水場の水質分析室が兼務するケースもある。 
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4-6-4 上水道料金 
上水道料金は全国一律であり、HCWW が決める。国民の支払い能力を考慮した設定であり、施設

建設・維持管理および上水道事業運営の持続可能性への配慮は不足している。その結果、施設建設の

みならず、施設の運転経費も負担することが困難な状況にある。 

事業の持続可能な料金に改定すべきとの議論は行われているが、国民の低所得を背景に問題解決は

遅れている。なお、料金で不足する経費は、政府から助成金の形で事業体へ補填される。 

表  4-5 に現行の上水道料金表を示す。 

表  4-5 現行水道料金 
カテゴリー 一ヶ月間の使用量（m3） 料金・単価（LE/m3） 

0 - 10 0.23LE/m3 
0 - 20 0.31LE/m3 
0 - 30 0.43LE/m3 
0 - 40 0.45LE/m3 

メーターのある一般家庭 

超 40 0.50LE/m3 
1 部屋 7.00LE/月 
2 部屋 8.40LE/月 
3 部屋 11.00LE/月 メーターのない一般家庭 

4 部屋以上 13.40LE/月 
商業施設  0.95LE/m3 
政府系施設  0.85LE/m3 
ホテル・レストラン等  1.50LE/m3 
建設事業  2.50LE/m3 
飲料水製造事業等  2.30LE/m3 

出典： SHAPWASCO および GAPWASCO 
 

4-6-5 給水施設の概況 
表流水は、凝集沈殿と急速ろ過を組み合わせた基幹浄水場から供給されるものの、整備は追いつい

ていない。そのため、基幹浄水場を補助する小型浄水施設が各所に設置され、基幹浄水場でカバー地

域の給水や不足する水量を賄う。基幹浄水場は凝集沈殿と急速ろ過の設備を備えるものの、小型浄水

施設は直接ろ過施設や凝集沈殿とろ過を組み合わせた施設等、さまざまな方式が混在する。 

小型浄水施設と同様の理由で、地域の地下水が広く利用されている。表流水の浄水施設の整備が遅

れていることから、地下水を活用せざるを得ない状況が続いている。なお、鉄・マンガン含有量が多

い地域では、鉄・マンガン除去施設を設置し、送配水管網へ供給している。 

配水区域では、高架式の配水地が広く活用されている。浄水施設や井戸のポンプで高架タンクへ水

を上げ、タンクから重力式で配水するケースが多い。 

4-7 シャルキーヤ県上下水道公社の現状と課題 

4-7-1 上水道事業概要 
シャルキーヤ県の上水道事業は、SHAPWASCOにより実施されている。2010 年現在、シャルキー

ヤ県の上水道は、県の人口 575 万人に対し、給水人口 544 万人、平均一人一日給水量 148LCDの事業

を実施している。県および水道事業の概況を表  4-6 に示す。 
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表  4-6 シャルキーヤ県の水道事業概況（2008/09 年度） 
No. 項目／指標 内容 

1 県の人口（給水区域内人口） 5,746,028 
2 給水人口（推定） 5,440,023 
3 上水道普及率 95% 
4 契約者数 16 744,296 
5 年間給水量 293,474,128m3/年 
6 平均一日給水量 804,039m3/日 
7 年間有収水量 221,077,433m3/年 
8 需要者メーター読取値合計 166,501,970m3/年 
9 無収水率（1-有収水量/給水量） 25% 
10 平均一人一日給水量 148LCD 
11 送配水管延長 8,100km 

出典： SHAPWASCO 
 

4-7-2 上水道サービス 
給水は 24 時間連続的に実施されており、時間給水の制度は取り入れられていない。 

前回プロジェクトの結果、いくつかの基幹浄水施設で送水量等を計測するようになった。この結果、

当面の需要に必要な水を必要な圧力や水質で供給していると推定できるようになった。しかし、送配

水管網の各所で必要な流量・水圧・水質が確保されているかどうかについて、確認能力が不十分であ

る。その結果、需要変動や各種トラブルに対する迅速な修正・バルブ操作等が遅れ、需要者に期待さ

れるサービスを維持することが難しい。 

4-7-3 組織 
（1） 組織図 

SHAPWASCOの組織図は、図  4-3 の通りである。総裁（Chairman）が強力な権限を有しており、

同公社本部組織は、取締役会総局、経済分析・計画・無収水総局、法務総局等の 8 つの総局（General 
Department）で構成される総裁直轄部門と、財務・営業部門、技術部門の 3 つに分かれている。支

社（Branch）はO&M現業部門であり、全部で 4 地区 15 支社ある。ガルビーヤ県、ミヌフィア県の

上下水道公社も、同様な組織構成をとっている。 

SHAPWASCO 総裁は大学教授からの転身であり、2005 年 1 月に着任しており、2010 年 12 月に 2
期目の任期満了を迎える。強力なリーダーシップを発揮しており、本調査においても HCWW 及び

他 2 県の公社総裁との協議では全体の調整役となっていた。 

無収水担当部は、前回プロジェクト終了に伴い総裁直轄の経済分析・計画・無収水総局に創設さ

れた。本部の無収水担当要員は 5 名（専任）であり、支社（15）と本部 O&M 担当部の計 16 チー

ム（各 4 名の職員がアサイン。全員で 64 名）を指導している。SHAPWASCO 総裁は、今後無収水

担当部の無収水技術指導力を強化し、将来的に同部を公社内で子公社化する民営化のアイデアを持

っている。また、SOP 担当部は本部技術支援部門の上水道技術支援総局内に新設され、本部に 8 名、

支社に 28 名（10 チーム）の体制で SOP の普及を推進している。 

（2） 職員構成 
表  4-7 は、SHAPWASCOの職員数を部門別に示したものである。全職員の 90%は 15 の支社に所属

                                                        
16 マンション 1 棟で 1 契約のケースがあり、世帯数ではない。 
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しており、本部職員は 10%となっている。 

表  4-7 SHAPWASCO の職員構成（2010 年 2 月、単位；人） 
所属 職員数 同構成比（%） 

総裁直轄 
財務・営業 
技術支援（人材開発を含む） 

99 
427 

2 
8 本部 

本部 計 526 10 
南部地域 O&M 
県都地域 O&M 
西部地域 O&M 
北部地域 O&M 

1,286 
1,548 
1,103 
1,073 

22 
28 
20 
20 

支社（15） 

支社 計 5,010 90 
公社 合計 5,536 100 

出典： SHAPWASCO 
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研修 

NRW 

SOP 

総裁  

図  4-3 SHAPWASCO 組織図（2010 年 2 月） 
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4-7-4 財務・経営 
SHAPWASCOの上水道料金等の各種収入は、表  4-8 に示すように、2008/09 年度に 145 百万LEであ

る。その一方、支出は 217 百万LEに上り、不足分はHCWW経由で政府から助成を受ける。料金収入

では事業運営をできない状況が続いている。これは、SHAPWASCO以外のほとんど全ての上下水道

公社で見られる。 

この状況の大きな原因は、以下のように考えられる。この中で、①「料金が事業運営費に見合って

いない」が深刻であるが、国民の支払能力を鑑みると抜本的な改善が難しい。また、②や③の雇用関

連の問題も、容易に解決することが難しい。この背景化、施設運転や人材活用の効率化が急務と言え

る。 

① 料金が事業運営費に見合っていない。 
② 職員が高齢化している。 
③ 既得権化している人件費削減や職員削減が困難である。 
④ 施設運転や人材活用の効率化が遅れている。 

 
表  4-8 SHAPWASCO の年間収入と支出 

収入 （LE）   支出 （LE）   
項目 2007/2008 年度 2008/2009 年度 項目 2007/2008 年度 2008/2009 年度

上水道料金収入 71,361,834 81,293,307 人件費 81,936,239 84,094,974
メーター設置料 9,633,292 11,110,235 エネルギー費 24,013,994 31,178,551
全年度からの繰越 5,928,961 4,452,541 薬品費等 6,200,000 7,533,452
その他の収入 41,575,913 47,820,781 その他費 49,934,935 29,573,331
  原価償却費 40,514,832 64,304,239
合計 128,500,000 144,676,864 合計 202,600,000 216,684,547

出典： SHAPWASCO 
 

4-7-5 施設維持管理 
（1） 主要施設 

1） 基幹浄水場 
表  4-9 および 図  4-4 にシャルキーヤ県内の浄水場を示す。合計の浄水能力は、約 590,000m3/日に

上り、平均一日給水量の約 73%を供給する。 

表  4-9 シャルキーヤ県の浄水場 
No. 浄水場名 能力（m3/日）
1 New Zagazig 69,000 
2 Abbassa 151,000 
3 New Faqus 104,000 
4 Kafr Saqr 104,000 
5 Hihya 35,000 
6 EL Huseinia 35,000 
7 Tarek Ibn Ziad 17,000 
8 Hogair 14,000 
9 Salhia Al Gadida 22,000 
10 Old Zagazig 26,000 
11 Old Faqus 13,000 

出典： SHAPWASCO 
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図  4-4 SHAPWASCO 浄水場位置図 
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2） 小型浄水施設 
県内各所に 18 基の小型浄水場が配置されており、合計の浄水能力は約 231,000m3/日に上る。平

均一日給水量の約 29%を供給できる。 

3） 鉄・マンガン除去施設 
県内各所に 10 基の鉄・マンガン除去施設が配置されており、合計で約 61,000m3/日の能力（平均

一日給水量の約 8%）を持つ。 

4） 井戸 
井戸は、県内の広範囲に設置されており、その数は 588 本に上る。しかし、浄水場と小型浄水施

設の整備が進んできたこともあり、稼動している井戸は、335 本である。 

（2） SOP 準備状況 
前回プロジェクトの SOP チームを引き継ぐ形で、給水総局の中に SOP 部が設置された。同部が

中心になり、前回プロジェクトでカバーしなかった施設の SOP 準備を開始している。2010 年 2 月

現在、Hihya 浄水場で SOP に基づく活動が開始されている。また、Tarek Ibn Ziad 浄水場と Natora
小型浄水施設で SOP 活動開始の準備をしている。 

（3） サービス・施設維持管理の課題 
SOP の県内展開が進んできたことから、SHAPWASCO は、①EHS（環境・健康・安全）に配慮し

た事業活動の体制整備と②配水管理体制整備を次なる課題と考えている。 

1） EHS 
EHS マネジメントは、労働安全衛生マネジメントと環境マネジメントを統合させた管理概念であ

り、近年、さまざまな国や機関で体系的なマネジメントシステムの導入が提唱されている。

SHAPWASCO では、環境への配慮とさまざまな事故等を予防するために、EHS マネジメントシス

テムを整備し、EHS に配慮した事業活動をするようにしたいと考えている。 

SHAPWASCO が一例としてあげる必要性の理由は以下のとおりである。 

- 井戸施設に市民が容易にアクセスできるところがあり、市民への事故や水質事故を招きかね

ない。パトロール体制やフェンスの設置や修繕を計画的かつ迅速に実施できる手順や体制が

必要である。 
- 道路を掘削する際、周囲に配慮せずに開始してしまうことがある。道路陥没や周辺建物の倒

壊を招くこともあるので、掘削前の調査や事故防止対策を講じるための手順・対策案や体制

が必要である。 
- 送配水管の老朽化が進むと水道管破裂等を引き起こす。道路陥没や地域の冠水等を招くので、

それを予防する活動が必要である。 
 

EHS マネジメントは、日常の作業手順や監視手順の見直し、監視活動や対策活動、活動の評価等

を PDCA（Plan, Do, See, Act）サイクルで実施する事業活動そのものであり、現在の対症療法的な施

設改善や修繕活動からの大きな変革を必要とする。このためには、事務的作業も含めた日常作業の

洗い出しや専用のマニュアル作成、活動活性化へのコンサルティング等を必要とし、現在の

SHAPWASCO には活動開始に必要な技術力と経験が不足している。 
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なお、問題解決の優先順位は、 2）に述べる配水管理より低い。 

2） 配水管理 
前回プロジェクトの SOP 整備に伴い、浄水場等の生産施設での送水量や水質の計測体制整備を

進めている。しかし、送配水管網内の状況を確認することや状況に応じて迅速に施設運転を修正す

る体制の整備が従前のままである。この結果、以下の問題が持ち越されたままになっている。 

- 適正な流量・水圧・水質で需要者に水を届けられているか、十分に確認できない。 
- 各需要者に公平に水を届けられているか、十分に確認できない。 
- 適正な流量・水圧・水質であるのに、必要以上に浄水施設やポンプ施設を運転していないか

の確認が難しい。 
- 需要変動の把握や流量・水圧・水質変動に応じた、迅速な施設運転モードの修正やバルブ操

作が難しい。 
 

SHAPWASCO のクレーム室の調査結果によると、2008/09 年度の苦情件数は、全部で 5,872 件で

ある。また、その内訳は以下のとおりである。ほとんどの苦情が、流量・水圧・水質に関係するも

のである。 

- バルブや消火栓からの漏水：  638 件 
- 断水：    1,638 件 
- 水質異常：   243 件 
- 圧力不足：   311 件 
- 送配水管の破損：   3,003 件 
- 料金：    39 件 

 
これらの問題解決のため、SHAPWASCO は、遠隔で状況をモニターし、可能なら基幹施設の運

転を遠隔操作できる体制を整備したいと考えている。なお、現時点では、同体制整備に係る具体的

な計画はなく、パイロットプロジェクトとシステム活用訓練から開始したいとしている。 

SHAPWASCO の給水区域は 3,471km2（埼玉県と同程度）と広大で、かつ、給水人口が 544 万人

に上る。この広大な水の消費地と送配水活動を適切に管理するために、遠隔でモニターできる体制

を整備する必要性は高い。しかし、必要な費用と導入する機能の精査、技術的かつ財務的な実施可

能性の確認、導入する機材の選択等の作業が必要である。 

SHAPWASCO の現在の課題は、以下のように整理される。 

- 現況調査と遠隔管理の必要性確認 
- 技術的かつ財務的な実施可能性を考慮した必要な機能と導入システムの立案 
- 配水管理および導入システムに係る訓練 
- システムのパイロット的導入と試行 
- 配水管理に係る SOP の準備 
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4-7-6 無収水 
前回プロジェクトで無収水削減活動の必要性と有効性が認識され、SHAPWASCO は、経済分析・

計画総局に無収水削減活動の業務を付加し、経済分析・計画・無収水総局を設置した。2010 年 2 月

現在、同プロジェクトの活動を継承する形で、ヒヒヤ郡とザガジグ郡の各 1 区域で活動している。 

2008/09 年度の公式な無収水率は 25%である。これは、公式管理上の数値であるが、SHAPWASCO
の無収水削減活動の実務は、県域全体の平均無収率を 31%と推定し、これを 2030 年までに 19.0%へ

削減することを目標に展開されている。 

SHAPWASCOは、ビジネスとして他県へのコンサルティング活動やチーム派遣ができるレベルま

で組織を強化したいと考えている。そのために、新たな事業部所としての組織や人事管理計画や機材

を含む能力整備を必要としており、今回の技術協力プロジェクトでの展開を期待している。ただし、

問題解決の優先順位は、 4-7-5（3）2）に既述した配水管理より低い。 

4-7-7 水質分析・水質管理 
EU の支援により、中央水質分析室が、ザガジグ浄水場内に 2009 年に完成した。原子吸光計まで

を備えた分析室で、さまざま水質項目の分析に対応できる。日常的には、基幹浄水場等に設置された

分析室で基本項目を検査し、定期的に中央分析室で精密な検査を実施する体制を採っている。 

4-7-8 人材育成・研修 
 4-3 に述べた一般的な研修・訓練活動は広く実施されている。しかし、SOP活動や無収水削減活動を

OJTで指導できるトレーナー要員が不足している。SHAPWASCO内での活動拡大や他公社を支援する

ために、トレーナー養成を急務としている。話術やプレゼンテーション方法等の一般的なトレーニン

グスキルとSOP・無収水の復習を兼ねた短期間の講習会を実施する必要があると考えられる。 

4-8 ガルビーヤ県上下水道公社の現状と課題 

4-8-1 上水道事業概要 
ガルビーヤ県の上水道事業は、GAPWASCOにより実施されている。2010 年現在、ガルビーヤ県の

上水道は、県の人口 420 万人に対し、給水人口 417 万人、平均一人一日給水量 164LCDの事業を実施

している。県および水道事業の概況を表  4-10 に示す。 

表  4-10 ガルビーヤ県の水道事業概況（2008/09 年度） 
No. 項目／指標 内容 
1 県の人口（給水区域内人口） 4,200,000 
2 給水人口（推定） 4,170,000 
3 上水道普及率 99% 
4 契約者数 17 767,616 
5 年間給水量 250,320,497m3/年 
6 平均一日給水量 685,810m3/日 
7 年間有収水量 200,825,100m3/年 
8 需要者メーター読取値合計 197,334,864m3/年 
9 無収水率（1-有収水量/給水量） 20% 
10 平均一人一日給水量 164LCD 
11 送配水管延長 7,100km 

出典： GAPWASCO 

                                                        
17 マンション 1 棟で 1 契約のケースがあり、世帯数ではない。 
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4-8-2 上水道サービス 
給水は 24 時間連続的に実施されており、時間給水の制度は取り入れられていない。 

GAPWASCO は、給水量の面で、現在の能力が不足していると考えており、250LCD レベルへの能

力向上をしたいとしている。 

4-8-3 組織 
（1） 組織図 

GAPWASCOの組織図は、図  4-5 の通りである。SHAPWASCOと同様に、本部組織は取締役会総

局、法務総局、試験室・品質管理・環境総局、研修総局等の 9 つの総局で構成される総裁直轄部門

と、財務・総務・営業部門、技術関連部門の 3 つにわかれている。支社はO&M現業部門であり、

全部で 3 地区 9 支社ある。 

GAPWASCO 総裁は、SHAPWASCO 総裁と同じく 2010 年 12 月に２期目の任期満了を迎える。同

公社では、副総裁をおいている。 

無収水担当については、ダマンフール研修センターで無収水研修を受けた職員を中心に本部に 4
名体制の無収水チームを創設している。しかしながら、漏水探知機がなく具体的な活動は始まって

いない。現在、同機材調達手続中とのことである。また、SOP 担当は設置されていない。 

（2） 職員構成 
表  4-11 は、GAPWASCOの職員数を部門別に示したものである。SHAPWASCOとほぼ同様、全職員

の 93%が 9 支社に所属しており、本部職員は 7%となっている。 

表  4-11 GAPWASCO の職員構成（2010 年 2 月、単位；人） 
所属 職員数 同構成比（%）

総裁直轄 
財務・総務・営業 
うち、営業・顧客管理 
   財務・購買・在庫・人材開発 
      その他 
技術サポート 
うち、上水道技術サポート 
   下水道技術サポート 
   その他 

136 
192 
(36) 

(150) 
(6) 

113 
(8) 

(10) 
(95) 

2 
3 
- 
- 
- 
2 
- 
- 
- 

本部 

本部 計 441 7 
北部地域 O&M 
南部地域 O&M 
中部地域 O&M 

2,292 
1,275 
1,932 

39 
21 
33 支社（9） 

支社 計 5,499 93 
公社 合計 5,94018 100 

出典: GAPWASCO 
 

                                                        
18 本調査では職員数合計値として、5,940（部門別）、5,906（職種別）の２つの数値を入手したが、上表では 5,940 を

採用した。 
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図  4-5 GAPWASCO 組織図（2010 年 2 月） 
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4-8-4 財務・経営 
GAPWASCOの上水道料金等の各種収入は、表  4-12 に示すように、2008/09 年度に 138 百万LEであ

る。その一方、支出は 158 百万LEに上り、不足分はHCWW経由で政府から助成を受ける。SHAPWASCO
と同様に、料金収入では事業運営をできない状況が続いている。 

表  4-12 GAPWASCO の年間収入と支出 
収入 （LE）   支出 （LE）   

項目 2007/2008 年度 2008/2009 年度 項目 2007/2008 年度 2008/2009 年度

上水道料金収入 76,940,000 88,050,000 人件費 72,310,000 83,760,000 
メーター設置料 15,310,000 29,980,000 エネルギー費 17,390,000 20,310,000 
全年度からの繰越 1,070,000 0 薬品費等 2,510,000 3,750,000 
その他の収入 6,630,000 20,285,000 その他費 24,350,000 27,480,000 
   原価償却費 16,850,000 23,210,000 
合計 99,950,000 138,315,000 合計 133,410,000 158,510,000 

出典： GAPWASCO 
 

4-8-5 施設維持管理 
（1） 主要施設 

1） 基幹浄水場 
表  4-13 および図  4-6 にガルビーヤ県内の浄水場を示す。合計の浄水能力は、約 169,000m3/日に上

る。これは、平均一日給水量の約 25%しか供給できない。そのため、2010 年 2 月現在、他の 7 件

の基幹浄水場建設プロジェクトを進めている。 

表  4-13 ガルビーヤ県の浄水場 
No. 浄水場名 能力（m3/日） 
1 Tanta 37,000 
2 Al Galaa 11,000 
3 Mahala El Kobra Central 30,000 
4 Mahala El Kobra New 57,000 
5 Kafr El Zayat 19,000 
6 Zefta 15,000 
7 Samanoud 650 

出典： GAPWASCO 
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図  4-6 GAPWASCO 浄水場位置図 
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2） 小型浄水施設 
基幹浄水場の能力を補足するように、県内各所で 30 基の小型浄水場が稼動している。合計の浄

水能力は約 120,000m3/日に上る。これにより平均一日給水量の約 17%を供給できる。 

3） 鉄・マンガン除去施設 
鉄・マンガン除去施設は、19 基が配置されており、合計で約 43,000m3/日の能力（平均一日給水

量の約 6%）を持つ。 

4） 井戸 
表流水開発が遅れていることから、地下水の活用が比較的大きい。井戸ポンプ場の数量（井戸本

数ではない）で 179 箇所に上り、能力は合計で 435,000 m3/日（平均一日給水量の約 63%）におよぶ。 

（2） SOP 準備状況 
SHAPWASCO の SOP が配布され、HCWW からカスタマイズや活動展開を推奨されている。しか

し、具体的活動の方法やどこから着手するかがわからないため、SOP 活動は開始されていない。外

部での講義ではなく、GAPWASCO の実務の中での OJT が必要である。 

（3） サービス・施設維持管理の課題 
GAPWASCO は、各種専門性を持った技術者や作業員を各施設に 24 時間配置することが困難と認

識している。そのため、作業手順の標準化で、誰でも 低限必要な対応ができるようにしたいと考

えている。この面から、SOP 準備への期待が高い。 

現地調査では、以下の 2 例が確認された。 

① タンタの浄水場： 沈殿地の汚泥を引き抜く設備がなく、作業が難しい。引き抜き方法の整

備と作業の SOP 化が必要である。 
② マハラムヌーフの鉄・マンガン除去施設： NOPWASD からの正式な引渡しが済んでおらず、

現在、NOPWASD の業者が施設運転している。引渡しが行われると運転できなくなる恐れが

あるので、運転・管理手順を文書化しておく必要がある。 
 

水質の面では、地下水の鉄・マンガンの濃度が問題になっている。ほとんどの井戸で鉄・マンガ

ンが許容値を超えており、早急な改善が必要である。 

4-8-6 無収水 
GAPWASCO は、ダマンフールで研修を受けた要員を中心に 4 名体制の無収水チームを創設した。

しかし、未だに漏水探知機材がなく、具体的な活動は始まっていない。2 セットと見なせる機材の調

達段階にあるが、調達できるかどうかも明確になっていない。機材が調達できても、要員の実務経験

は皆無であり、実務と OJT を兼ね合わせた活動で経験を積んでいく必要がある。 

2008/09 年度の公式な無収水率は 20%である。しかし、厳密に測定した結果とは言えず、正確な数

値を把握できないのが現状である。 

4-8-7 水質分析・水質管理 
中央水質分析室の建設中であり、SHAPWASCO のような管理体制は完成していない。現時点では、

基幹浄水場等に設置された分析室で基本項目を検査する活動を実施している。なお、基本的な水質項
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目（pH、濁度、電気伝導度、硬度、鉄、マンガン、塩化物等）の検査は実施されている。 

4-8-8 人材育成・研修 
 4-3 に述べた一般的な研修・訓練活動は広く実施されている。しかし、SOP活動や無収水削減活動の

OJTは実施されていない。このため、SOP活動や無収水削減活動がほとんど進まない状況が続いてい

る。 

4-9 ミヌフィア県上下水道公社の現状と課題 

4-9-1 上水道事業概要 
ミヌフィア県の上水道事業は、MUPWASCOにより実施されている。2010 年現在、ガルビーヤ県の

上水道は、県の人口 420 万人に対し、給水人口 417 万人、平均一人一日給水量 158LCDの事業を実施

している。県および水道事業の概況を表  4-14 に示す。 

表  4-14 ミヌフィア県の水道事業概況（2008/09 年度） 
No. 項目／指標 内容 
1 県の人口（給水区域内人口） 3,700,000 
2 給水人口（推定） 3,626,000 
3 上水道普及率 98% 
4 契約者数 19 655,318 
5 年間給水量 209,270,560m3/年 
6 平均一日給水量 573,344m3/日 
7 年間有収水量 139,376,668m3/年 
8 需要者メーター読取値合計 101,671,657m3/年 
9 無収水率（1-有収水量/給水量） 33% 
10 平均一人一日給水量 158LCD 
11 送配水管延長 9,189km 

出典： MUPWASCO 
 

4-9-2 上水道サービス 
給水は 24 時間連続的に実施されており、時間給水の制度は取り入れられていない。 

MUPWASCO は、給水量を 170LCD レベルへ向上させるとともに、都市と村落部の送配水管網を連

絡させて安定化を図りたいとしている。 

4-9-3 組織 
（1） 組織図 

MUPWASCOの組織図は、図  4-7 の通りである。本部組織は、IT総局、法務総局、検査・品質保

証・環境総局等の 8 つの総局で構成される総裁直轄部門と、その下に財務・総務・営業部門、下水

道部門、上水道部門、O&M部門、計画・フォローアップ部門が配置されている。支社は 11 支社あ

る。 

MUPWASCOは公社化が2007年と新しく、現在の総裁が初代であり2007年 5月に就任しており、

2010 年 5 月に 1 期目が満了する。 

無収水担当については、本部に 3 名のエンジニアと 10 名のテクニシャンによる無収水チームを

創設しており、各支社にも 5 名構成の無収水チームを設置する計画である。漏水探知機 1 台と携帯

                                                        
19 マンション 1 棟で 1 契約のケースがあり、世帯数ではない。 
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型流量計 2 台を保有しているが、実務経験不足から具体的な活動展開に至っていない。また、SOP
担当は設置されていない。 

（2） 職員構成 
表  4-15 は、MUPWASCOの職員数を部門別に示したものである。構成比はSHAPWASCOとほぼ同

様であり、全職員の 91%が 11 支社に所属しており、本部職員は 9%となっている。 

表  4-15 MUPWASCO の職員構成（2010 年 2 月、単位；人） 
所属 職員数 同構成比（%）

総裁直轄 
財務・総務・営業 
うち、営業・顧客サービス 
   財務・調達・在庫 
      人材育成 
技術支援 
うち、O&M 
計画 
上水道技術支援 
下水道技術支援 

278 
138 
(55) 
(37) 
(46) 
116 
(45) 
(36) 
(18) 
(17) 

5 
2 
- 
- 
- 
2 
- 
- 
- 
- 

本部 

本部 計 532 9 
支社（11） 支社 計 5,397 91 
公社 合計 5,940 100 

出典: MUPWASCO 
 

また、表  4-16 は、MUPWASCOの職員構成を学歴別、年齢別にみたものである。学歴について、

大学卒以上と大学卒以下に分けた場合、大学卒以上の職員の割合は本部職員では 6 割近くであるの

に対し、O&M担当の支社では１割弱になっており、本部は管理運営機能を担当し、支社はO&Mの

現業を担当する構図になっているのが見て取れる。また、年齢別にみた場合、本部職員では 20-29
歳の層と 50-59 歳の層が約 40%ずつになっており、本部職員の高齢化に対処するため 近 20 歳代

の職員採用を進めたものと解釈される。一方、支社職員では、その 82%が 50 歳以上と高齢化して

おり、また、40 歳代以下の年齢層の職員数が少なく、現場の高齢化対策が必要と思われる。 

表  4-16 学歴別・年齢別にみた MUPWASCO の職員構成（単位：人） 
職員数 

区分 
本部 (%) 支社 (%) 

学歴 

大学院 
大学 
高校 
中学校以下 

4 
310 

020 
218 

(0.8) 
(58.3) 

0 
(40.9) 

0 
505 

0 
4,892 

(0.0) 
(9.4) 
(0.0) 

(90.6) 

年齢 

0 – 19 
20 – 29 
30 – 39 
40 – 49 
50 – 59 
60 - 69 

0 
217 

31 
61 

219 
4 

(0.0) 
(40.8) 
(5.8) 

(11.5) 
(41.1) 
(0.8) 

0 
351 
301 
292 

4,448 
8 

(0.0) 
(6.5) 
(5.7) 
(5.4) 

(82.3) 
(0.1) 

計 532 (100.0) 5,397 (100.0) 
出典： MUPWASCO 

                                                        
20 学歴の「高校卒」が 0 人となっているが、理由は不明。このため、大学卒以上と同以下に分けて分析した。 
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相談役（法務関連） 
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図  4-7 MUPWASCO 組織図（2010 年 2 月） 
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4-9-4 財務・経営 
MUPWASCOの上水道料金等の各種収入は、表  4-17 に示すように、2008/09 年度に 99 百万LEであ

る。その一方、支出は 158 百万LEに上り、不足分はHCWW経由で政府から助成を受ける。SHAPWASCO
やGAPWASCOと同様に、料金収入では事業を運営できない状況が続いている。 

表  4-17 MUPWASCOの年間収入と支出 21 
収入 （LE）   支出 （LE）   
項目 2007/2008 年度 2008/2009 年度 項目 2007/2008 年度 2008/2009年度

上水道料金収入 28,246,789 57,368,764 人件費 24,596,007 58,363,578
メーター設置料 1,523,095 7,846,758 エネルギー費 3,816,222 13,194,776
全年度からの繰越 0 2,937,949 薬品費等 454,974 2,573,938
その他の収入 6,798,318 30,972,113 その他費 3,990,958 43,606,257
 原価償却費 20,123,378 40,399,203
合計 36,568,202 99,125,584 合計 52,981,539 158,137,752

出典： MUPWASCO 
 

4-9-5 施設維持管理 
（1） 主要施設 

1） 基幹浄水場 
表  4-18 および図  4-8 にミヌフィア県内の浄水場を示す。合計の浄水能力は、約 238,000m3/日に上

る。これにより、平均一日給水量の約 42%を供給できる。なお、この他に 2 件の浄水場を建設中で

ある。 

表  4-18 ミヌフィア県の浄水場 
No. 浄水場名 能力（m3/日） 
1 Shebin Elkom 68,000 
2 Ashmon 17,000 
3 New Monouf 51,000 
4 New Sadat City 102,000 

出典： MUPWASCO 
 

                                                        
21 2007/2008 年度の数値は、年度途中からのものである。 
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図  4-8 MUPWASCO 浄水場位置図 
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2） 小型浄水施設 
基幹浄水場の能力を補足するように、県内各所で 36 基の小型浄水場が稼動している。合計の浄

水能力は約 197,000m3/日に上る。これにより平均一日給水量の約 33%を供給できる。 

3） 鉄・マンガン除去施設 
鉄・マンガン除去施設は、78 基が配置されており、合計で約 386,000m3/日の能力（平均一日給水

量の約 67%）を持つ。 

4） 井戸 
表流水開発が遅れていることから、地下水の活用が比較的大きい。井戸ポンプ場の数量（井戸本

数ではない）で 182 箇所に上り、能力は合計で 855,000 m3/日（平均一日給水量の約 150%）におよ

ぶ。 

5） 施設稼動率 
上述のように井戸ポンプの能力が大きく、全体での生産能力は現在の給水量の 2 倍以上になる。

したがって、それぞれの施設は能力の 50%程度の稼動をしている。 

（2） SOP 準備状況 
SHAPWASCO の SOP が配布され、HCWW からカスタマイズや活動展開を推奨されている。しか

し、具体的活動の方法やどこから着手するかがわからないため、SOP 活動は開始されていない。外

部での講義ではなく、SHAPWASCO の実務の中での OJT が必要である。 

（3） サービス・施設維持管理の課題 
 4-9-5（1）5）で述べたように、水の生産施設は能力の 50%程度しか発揮できていない。これは、

都市部と村落部の送配水管網の連絡が不十分であることに起因すると考えられる。つまり、集落ご

との送配水管網が独立しており、高効率の基幹浄水場の能力を生かすことができていない。多くの

施設を運転することで「無駄」が発生していると考えられる。 

この状態は、散在する井戸施設に頼らざるを得ない状況を生んでいる。ほとんどの井戸で鉄・マ

ンガンが許容値を超えており、早急な改善が必要と言える。 

なお、現地調査では、以下の 3 例が SOP 導入で改善されると観察された。効率や安全性への配

慮が低い漫然とした運転・維持管理状況であると考えられる。 

① エルコムアルハダアールの鉄除去施設： 鉄が沈殿しないにも関わらず、建設時に決められた

施設運転を漫然と継続している。施設運転の必要がないか、施設自体に問題があるかのどちら

かであり、日常的な水質確認と運転操作が連絡した活動が必要である。 
② バイエルアラブの鉄・マンガン除去施設（ベルマン方式）： 施設運転効果と配水する水質の

相関がわからないまま、運転を継続している。 
③ バハニの小型浄水施設とマヌーフの浄水場： 原水取水量を計測していないので、原水量管理

と浄水効率の算定ができない。すなわち、効率確認ができず、運転状況分析ができない。 
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4-9-6 無収水 
MUPWASCO は、3 名のエンジニアと 10 名のテクニシャンの無収水チームを本部に創設した。漏

水探知器 1 台と携帯型流量計 2 台を有しているが、実務経験不足から具体的かつ計画的な活動展開に

至っていない。GAPWASCO と同様に、実務と OJT を兼ね合わせた活動で経験を積んでいく必要があ

る。 

2008/09 年度の公式な無収水率は 33%である。他県と比較すると高い数値であるものの、厳密に測

定した結果ではない。GAPWASCO と同様に、正確な数値を把握できないのが現状である。 

4-9-7 水質分析・水質管理 
中央水質分析室の建設中であり、SHAPWASCO のような管理体制は完成していない。現時点では、

基幹浄水場等に設置された分析室や郡ごとに設置した分析室で基本項目を検査する活動を実施して

いる。なお、基本的な水質項目（pH、濁度、電気伝導度、硬度、鉄、マンガン、塩化物等）の検査

は実施されている。 

4-9-8 人材育成・研修 
 4-3 に述べた一般的な研修・訓練活動は広く実施されている。しかし、SOP活動や無収水削減活動の

OJTは実施されていない。このため、SOP活動や無収水削減活動がほとんど進まない状況が続いてい

る。 
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